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Ⅰ 教育の目標

農業を志す青年に対し て、 農業に関する 知識や技術、 経営管理能力を修得さ せる と と も に、 社

会経済情勢に対応し 得る 応用力と たく ま し い実践能力を 養い、 地域農業の中核的担い手と なり 得

る 農業経営者及び農業を支える 多様な人財を養成する 。

Ⅱ 教育の方針

○ 農業に関する 高度な専門技術を 修得さ せ、 経営能力を養う ため、 実践学習と 基礎理論と の調

和のと れた教育を行う 。

○ 社会人と し ての素養と 教養、 農業者と し ての資質を 高める ため、 情勢の変化に対応し た体系

的なカリ キュ ラ ムを編成し 、 それに基づいた教育を行う 。

○ 地域社会で活躍でき る 人財を 育成する ため、 自主活動等を 通し て豊かな人間性を養う 。

Ⅲ 教育の方法

１ 設置課程と 専攻コ ース

課 程 専攻コ ース

畑作園芸 ○野 菜（ 水稲を 含む）
○花 き

○６ 次産業化
果 樹 ○り んご （ ど の課程から も 専攻可能）

○一般果樹
※人数制限を行う 場合がある

畜 産 ○畜 産

２ 教育の展開と 実施計画

（ １ ） 学年別学習の展開

ア １ 学年は、 教養科目及び専門共通科目を主と し 、 実習は課程ごと に行う 。

イ ２ 学年は専攻科目を主と し 、 専門共通科目を含めた応用学習と する 。

実習は経営実践学習と し 、 プロ ジェ ク ト 方式によ り 進め、 その学習成果を 取り ま と め、

その結果を 踏ま えて卒業論文と し てま と める 。

ウ ２ 学年の経営実践学習を効率的かつ円滑に進める ため、 １ 学年の後半から 導入過程と し

てプロ ジェ ク ト 学習を行う 。

（ ２ ） 実施計画

教育は、 年間計画、 月間計画を作成し て実施する 。 月間計画は年間計画を 基準と し て作成

する 。

３ 教育の手段

（ １ ） 講 義

ア 一般教養及び高度な専門技術並びに経営の基礎と なる 理論を 学び、 こ れを 応用する 能力

を養う 。

イ 実証的なデータ を活用し 、 絶えず問題提起を行い、 単なる 理論学習に終わる こ と なく ア

ク ティ ブラ ーニングによ り 学習意欲を喚起する 。

ウ 教育の効果を高める ため、 実物・ 実物標本・ 視聴覚教材・ その他の教材を 効率的に利用

する 。
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（ ２ ） 実 験

ア 体系化さ れた現行技術は、 長年の経験と 試行や科学的論証に基づき 実用化さ れている こ

と から 、 理論と 現象と の因果関係の理解を 深める ため、 実験学習を計画的に行う 。

イ 実験は経営者と し て必要な事項について行い、 その内容は土壌分析等の化学実験、 作物

及び家畜の生理実験、 解剖によ る 診断等である 。

（ ３ ） 演 習

ア 実習前後の現場学習・ 研究討議・ 実習打合せ、 経営設計、 簿記演習、 情報処理、 卒業論

文取り ま と め等の総称である 。 そのため、 理論学習と 実践学習と の接点学習と し て、 演習

を計画的に行う 。

イ 実習前の演習は実習内容に対する 予備知識と 取組方法を教え、 実習後の演習は研究討議

によ り 次へのス テッ プアッ プに結び付ける 。

ウ 体育・ 茶道及び華道等については、 理論学習と 実践学習（ 実技） を 通し て、 各種分野に

係る 基礎的な資質・ 能力を 養う 。

（ ４ ） 実 習

ア 実習に対する 基本的な考え方

実習によ り 技術の習熟を 図る と と も に、 潜在能力を啓発し 、 意欲を増進し て経営能力を

養う こ と にある 。 更に集団で行う 実習活動を 通し て組織と し ての活動の在り 方を 学ぶ。

イ 実習の類別

（ ア） 専攻実習

１ 学年においては基本技術を学び、２ 学年においては高度な専門技術を 学ぶと と も に、

経営実践学習を通し て経営管理能力を養う 。

ま た、 専攻実習は、 専門技術及び経営能力を 養い、 応用・ 創造及び課題解決の能力を

培う 重要な教育手段である ので、 講義や実習・ 実験と 関連付けて効果的に行われる よ う

進める 。

ａ １ 学年における 専攻実習（ 生産技術学習）

（ ａ ） 実習班は課程ごと に編成する 。

（ ｂ ） 課程の作目全般について栽培・ 飼育を １ サイ ク ル経験し 、 基本的な技術を 学ぶ。

（ ｃ ） 研究課題を設定し て取り 組み、 自主学習･記録･調査･観察･考察する 習慣を 養う 。

（ 生産プロ ジェ ク ト 方式）

（ ｄ ） 実習の中で２ 学年に行う 経営実践学習を踏ま え、 後半においてはプロ ジェ ク ト 学習

準備を 行い、 ２ 学年への移行を 円滑にする 。

ｂ ２ 学年における 専攻実習（ 経営実践学習）

（ ａ ） 実習班は専攻コ ース ごと に編成する 。

（ ｂ ） 自主的な実践活動を 通し て、 高度な専門技術の習得及び効率的な労働・ 作業技術の

習得並びに経営能力を養う 。

（ ｃ ） チームと し ての取組を 通し て、 組織活動能力を養う 。

（ イ ） 共通実習

専攻する コ ース 以外の実習で、 作目間の相互関連性と 技術の総合性について、 活動を

通し て理解を深める 。

（ ウ ） 農家実習

一定期間、 県内の先進的農業者等に派遣し 、 先進的農業者等の技術・ 経営・ 生活を体

験さ せ、 農業に関する 知識や技術を深める と と も に、 将来の農業経営に役立てる 。
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（ ５ ） 卒業論文

２ 年間のプロ ジェ ク ト 学習の成果を 集約する も ので、 農業経営や生産技術、 地域農業の概

要等に関する テーマで設計し 、 取り ま と める 。

（ ６ ） 特別活動

入校式や卒業式など の学校行事のほか、 各種自治会活動、 就農又はビジネス 講座など を 実

施する 。 ま た、 自主的な活動を 助長する ため、 自治会活動やク ラ ブ活動を実施する 。

（ ７ ） 各種免許・ 資格の取得

農業に携わる 者と し て必要な免許・ 資格の取得を 目指し 、 そのために必要な知識・ 技術に

ついて、 学習を実施する 。

種 類 対応科目 １ 学年 ２ 学年

大型特殊自動車運転免許（ 農耕用） 農業機械操作Ⅰ ○

けん引免許（ 農耕用） 〃 Ⅱ ○

産業用無人ヘリ コ プタ ーオペレ ータ ー技能認定 〃 Ⅲ ○

毒物劇物取扱者（ 一般） 毒物・ 劇物 ○

危険物取扱者（ 乙種第４ 類） 危険物 ○

家畜人工授精師（ 畜産課程対象） 畜産概論 ○

家畜繁殖

家畜解剖

家畜栄養

家畜飼養管理

家畜育種

農業簿記検定（ ３ 級） 農業簿記Ⅰ ○

農業技術検定（ ２ 、 ３ 級） 基礎ゼミ ナール ○

食品衛生責任者（ ６ 次産業化コ ース 対象） 食品衛生学 ○

茶道裏千家淡交会（ 初級） 茶道 ○

華道池坊（ 初伝） 華道 ○

刈払機取扱作業者に対する 安全衛生教育 な し ○

チェ ーンソ ー作業特別教育 〃 ○

アーク 溶接特別教育講習 〃 ○

ガス 溶接技能講習 〃 ○

家畜商免許（ 畜産課程対象） 〃 ○ ○

２ 級認定牛削蹄師（ 畜産課程対象） 〃 ○ ○

車両系（ 小型含む） 建設機械（ 整地･運搬･積込み 〃 ○

用及び掘削用） 運転技能講習

フ ォ ーク リ フ ト 運転技能講習 〃 ○

産業用マルチロ ータ ーオペレ ータ ー技能認定 〃 ○

（ ８ ） 生活教育

学生の自主的集団活動の体験を通し て、 自主・ 自立の生活態度を養い、 個性を伸ばし 情操

を豊かにし て、 社会人と し ての資質を 高める ための指導を 行う 。
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Ⅳ 各課程の教育方針と 重点指導項目

１ 畑作園芸課程

野菜・ 花き 部門における優れた担い手を育成する ため、 野菜及び花き コ ースを設け「 ながいも 」

「 にんにく 」「 ご ぼう 」「 だいこ ん」 等の露地野菜、「 ト マト 」「 き ゅ う り 」 等の施設野菜及び

「 き く 」「 ト ルコ ギキョ ウ 」 等の花き 並びに水稲に関する 生理生態や栽培の基本技術、 経営的

手法を次の事項によ り 、 実践的に習得さ せる 。

（ １ ） 共通

ア 連作障害回避のため、 野菜及び緑肥を組み合わせた輪作体系の習得

イ 土壌診断に基づく 堆肥・ 土壌改良資材の投入等土壌管理技術の習得

ウ 減化学肥料・ 減農薬等環境負荷の少ない栽培技術の習得

エ 新作物・ 養液栽培等先端技術の習得

（ ２ ） 野菜コ ース （ 水稲含む）

ア 水稲及び露地野菜のス マート 農業など の省力化技術、 高品質・ 多収技術の習得

イ 新技術や新し い品種・ 作型の栽培技術の習得

ウ 環境にやさ し く 低コ ス ト ででき る 養液栽培技術の習得

エ 水稲・ 野菜・ 花き の組合せ及び施設の通年利用等によ る 効率的経営技術の習得

オ 微生物資材、 生物農薬等を 使用し た環境にやさ し い農業の推進

カ ト レ ーサビリ ティ ーの実施によ る 野菜栽培情報の開示

（ ３ ） 花き コ ース

ア 一・ 二年草（ ト ルコ ギキョ ウ 等） の栽培技術の習得

イ 宿根草（ き く 等） の栽培技術の習得

ウ 球根類（ アルス ト ロ メ リ ア等） の栽培技術の習得

エ 鉢花類（ プリ ムラ 等） の栽培技術の習得

オ 切り 花類及び鉢花における 開花調節技術の習得

２ 果樹課程

果樹部門における 優れた担い手を 育成する ため、 り んご及び一般果樹コ ース を 設け、 全国一

の生産量を 誇る り んごを中心に、 県内で産地化が進んでいる 他の一般果樹（ ぶど う 、 日本・ 西

洋なし 、 おう と う 、 ブルーベリ ー、 も も ） も 含めた果樹全般の基本技術、 経営的手法を 次の事

項によ り 実践的に習得さ せる 。

（ １ ） 共通

ア 果樹の生態観察に基づく 作業適期判断方法の習得

イ 病害虫発生状況観察に基づく 農薬散布時期判定方法の習得

ウ 果実の食味等熟度判定に基づく 収穫時期判断方法の習得

エ 整枝剪定理論及び技術の習得

4



（ ２ ） り んごコ ース

ア 台木及び栽植様式に由来する 栽培管理方法の習得

イ 高品質果実生産を目的と し た栽培管理方法の習得

ウ 主要品種及び有望品種の栽培特性の理解

エ 施肥、 剪定等樹勢管理技術の習得

（ ３ ） 一般果樹コ ース

ア 雨よ けや棚栽培等施設栽培方法の習得

イ 地力や気象条件に適合し た作目及び品種選択方法の習得

ウ 販売を意識し た収穫果品質管理方法の習得

エ 果樹複合経営に向けた作業管理方法の習得

３ 畜産課程

畜産部門における 優れた担い手を 育成する ため、 畜産コ ース を設け、 乳用牛及び肉用牛を中

心に、 家畜の飼養管理技術、 飼料作物の栽培・ 収穫・ 調製技術、 経営技術についての専門知識

を 次の事項によ り 実践的に習得さ せる 。

（ １ ） 共通

ア 家畜の繁殖生理、 栄養生理、 衛生、 育種の基礎的知識の習得

イ 家畜の体構造と 各器官の機能の基礎知識の習得

ウ 家畜飼養管理の基礎的知識と 基本的飼養管理技術の習得

エ 草量の確保のための、 草地の肥培管理技術の習得

オ 環境保全型畜産経営の習得

（ ２ ） 酪農

ア 繋ぎ飼い牛舎と パイ プラ イ ン方式の搾乳によ る 酪農経営技術の習得

イ 高泌乳牛に対応し た飼養管理技術の習得

ウ 牛群検定事業を 活用し た経営管理技術の習得

（ ３ ） 肉用牛

ア 放牧草地の有効利用と 放牧管理技術の習得

イ 肉牛改良と 肉牛経営技術の習得

ウ 高品質牛肉生産のための飼養管理技術の習得

４ ６ 次産業化コ ース

地域の６ 次産業化を 担う 優れた人財を 育成する ため、 農畜産物の加工技術や商品設計、 マー

ケティ ングに基づく 販売、 経営管理等の専門知識を次の事項によ り 実践的に習得さ せる 。

ア 農畜産物の特性等を生かし た付加価値の高い加工品生産に必要な加工・ 貯蔵技術の習得

イ 食品衛生やＨＡ Ｃ Ｃ Ｐ に関する 知識の習得

ウ 商品価値の高い売れる 加工品づく り に必要なマーケティ ングの考え方や具体的手法の習得

エ 作った商品を消費者に届ける 仕組みに関する 知識の習得

オ 労務管理や原価計算など 、 経営管理に必要と なる 基礎知識の習得
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Ⅴ　 授業科目・ 単位数・ 授業時間数

単位 講義
実験
演習

実習 計 単位 講義
実験
演習

実習 計 単位

1 15 15 1 15

2 30 30 2 30

1 30 30 1 30 30 2 60

1 15 15 1 15

1 15 15 1 15

1 15 15 1 15

7 90 30 120 1 30 30 8 150

1 15 15 1 15

1 15 15 1 15

1 15 15 1 15

2 30 30 2 30

1 30 30 1 30

2 30 30 2 30

2 30 30 2 30

1 15 15 1 15

1 15 15 1 15

1 15 15 1 15

1 30 30 1 30

1 30 30 1 30

1 15 15 1 15

2 30 30 2 30

1 15 15 1 15

1 15 15 1 15

1 15 15 1 15

2 30 30 2 30

2 30 30 2 30

1 45 45 1 45

2 15 30 45 2 45

2 15 30 45 2 45

2 15 30 45 2 45

1 15 15 1 15

1 15 15 1 15

1 30 30 1 30

1 15 15 1 15

24 300 90 45 435 9 75 120 195 33 630

2 30 30 2 30

2 30 30 2 30

1 30 30 1 30

1 45 45 1 45

小計

選
択
科
目

毒物・劇物

危険物

基礎ゼミナール
（農業技術検定）

農業機械操作Ⅱ（けん引）

地域食材論

食品加工演習

６次産業化基礎

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅱ

食品加工基礎

農業金融・農協概論

農業機械操作Ⅰ(大特）

農業機械整備

環境保全農業概論

土壌肥料

ICT・先端技術活用論

GAP活用論

農畜産物流通論

専
門
共
通
科
目

必
修
科
目

農業経営

農業経営設計

農政時事

マーケティング論

農業概論

畜産概論

商品開発概論

農業簿記Ⅰ

農業簿記Ⅱ

選
択
科
目

化学

英語Ａ

英語Ｂ

海外農業と食料

教
養
科
目

必
修
科
目

生物

英会話

体育

区分 科目
１年 ２年

合計

気象概論

社会学

法学

小計

6



単位 講義
実験
演習

実習 計 単位 講義
実験
演習

実習 計 単位

2 15 30 45 2 45
2 15 30 45 2 45

1 15 15 1 15
3 45 45 3 45
1 15 15 1 15
1 15 15 1 15
1 15 15 1 15
3 45 45 2 15 30 45 5 90

1 15 15 1 15
3 15 90 105 3 105

13 585 585 13 585

野菜園芸栽培
【専攻実習】 14 45 495 540 14 540

卒業論文 3 90 90 3 90
花き園芸栽培
【専攻実習】 14 45 495 540 14 540

卒業論文 3 90 90 3 90
23 150 585 735 27 120 180 585 885 50 1,620

2 15 30 45 2 45
2 15 30 45 2 45

2 30 30 2 30
5 75 75 5 75
3 45 45 2 15 30 45 5 90

1 15 15 1 15
3 15 90 105 3 105

13 585 585 13 585

りんご栽培
【専攻実習】 14 45 495 540 14 540

卒業論文 3 90 90 3 90
果樹栽培
【専攻実習】 14 45 495 540 14 540

卒業論文 3 90 90 3 90
23 150 585 735 27 120 180 585 885 50 1,620
2 30 30 2 30

1 15 15 1 15
2 30 30 2 30

1 15 15 1 15
1 15 15 1 15
2 30 30 1 30 30 3 60
3 30 45 75 3 75
1 15 15 2 60 60 3 75

1 15 15 1 15
1 15 15 1 15

3 15 90 105 3 105

12 540 540 12 540

肉用牛・乳用牛飼養

【専攻実習】
14 45 495 540 14 540

卒業論文 3 90 90 3 90
23 150 585 735 27 120 180 585 885 50 1,620

2 30 30 2 30
1 15 15 1 15
1 15 15 1 15
2 15 30 45 2 45
1 15 15 1 15
2 15 30 45 2 45
7 30 270 300 7 300

畑作 野菜・花き園芸栽培 5 225 225 5 225

果樹 りんご・一般果樹栽培 5 225 225 5 225

畜産 肉用牛・乳用牛飼養 5 225 225 5 225

3 90 90 3 90
(3) (15) (90) (105) (3) (105) 
27 120 180 585 885 27 885

54 540 120 630 1,290 37 195 330 585 1,110 91 2,400合　　計

卒業論文
（所属課程農家実習）

小計（農家実習含む）

６次産業化ゼミナール
６次産業化実践【専攻実習】

所
属
課
程

専
攻
実
習

コ
ー

ス
科
目
（

6
次
産
業
化
）

マーケティング論（応用）
フードシステムと食品流通
経営管理基礎
食品加工・貯蔵学
食品衛生学

小計

家畜育種
農家実習
肉用牛・乳用牛飼養
【専攻実習】

家畜生理
家畜栄養
家畜解剖

コ
ー

ス
科
目

畜
産

コ
ー

ス
科
目

り
ん
ご

一
般

小計

畜
産
課
程
科
目

共
通
科
目

家畜繁殖
飼料作物※
家畜衛生※

果
樹
課
程
科
目

家畜飼養管理
畜産ゼミナール※
畜産環境保全※

果樹園芸各論
りんご・一般果樹ｾﾞﾐﾅｰﾙ※

果樹育種※

小計

共
通
科
目

植物病理※
作物昆虫※
果樹園芸学

農家実習
りんご・一般果樹栽培
【専攻実習】

野
菜

花
き

作物育種※
農家実習
野菜・花き園芸栽培
【専攻実習】

専
攻
科
目

畑
作
園
芸
課
程
科
目

共
通
科
目

植物病理※
作物昆虫※

花き園芸各論
稲作各論
野菜・花き園芸ｾﾞﾐﾅｰﾙ※

野菜園芸学
野菜園芸各論
花き園芸学

コ
ー

ス
科
目

区分 科目
１年 ２年

合計
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単位 講義
実験
演習

実習 計 単位 講義
実験
演習

実習 計 単位

4 30 90 120 4 120

1 30 30 1 30 30 2 60

1 30 30 1 30 30 2 60

－ 90 － 95 － 185

－ 15 － 15 － 30

－ 15 － 10 － 25

（注１）教養科目のうち、必修科目はすべてを履修（授業を受けること）し、選択科目を含め９単位以上修得すること。

（注２）専門共通科目のうち、必修科目はすべてを履修し、選択科目を含め所定の単位を修得すること。

（注３）専攻科目の各課程共通科目は、そのすべてを履修し、修得すること。

　　　　ただし、６次産業化コースを選択した者は、２年次に※印の科目の履修・修得を要しない。

（注４）専攻科目のコース科目（６次産業化含む）は、その一つを選択し、そのすべてを履修し、修得すること。

（注５）体育、茶道及び華道は、実技を含むものである。

90 95

自治会活動 15 15

就農・ビジネス講座 15 10

自
由
選
択
科
目

農業機械操作Ⅲ(無人ヘリ）

茶道

華道

特
別
活
動

学校行事

区分 科目
１年 ２年

合計
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Ⅵ　 教科別授業時間計画表
学年 内容 単位 校時数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 講義 1 8 3 4 1

1 講義 2 15 8 7

1 実技 1 15 1 1 1 2 3 1 2 4

2 実技 1 15 2 1 1 1 2 2 2 4

1 講義 1 8 2 3 2 1

1 講義 1 8 4 1 1 1 1

1 講義 1 8 4 4

1 講義 1 8 2 6

1 講義 1 8 4 4

2 講義 1 8 4 4

1 講義 2 15 3 2 2 3 3 2

2 演習 1 15 2 4 3 2 4

2 講義 2 15 2 2 2 2 2 2 2 1

1 講義 2 15 1 1 1 1 3 2 1 3 2

1 講義 1 8 1 1 2 2 1 1

1 講義 1 8 1 1 2 4

1 講義 1 8 4 4

1 演習 1 15 5 8 2

6 6 3

(6) (6) (3)

2 講義 1 8 2 2 2 1 1

1 講義 2 15 6 3 3 3

1 講義 1 8 3 4 1

1 講義 1 8 2 2 2 2

1 講義 1 8 4 4

1 講義 2 15 1 4 4 6

1 講義 2 15 2 4 2 2 2 3

1 実習 1 23 23 (23) (23)

講義 1 8 8 (8)

演習 1 15 15 (15)

2 2 2 2

(2) (2) (2) (2)

2 2 2 5 4

(2) (2) (2) (5) (4)

3 2 3

(3) (2) (3)

5 5 5

(5) (5) (5)

1 講義 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1

2 講義 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1

2 演習 1 15 6 3 6

1 講義 1 8 1 1 1 2 1 2

1 講義 2 15 10 5

1 講義 2 15 2 6 7

1 演習 1 15 2 6 7

2 実習 1 23 23 (23)

気象概論

社会学

英語Ｂ

農業簿記Ⅱ 2

選
択
科
目

区分 科　目

生物

英会話

体育

体育教
養
科
目

必
修
科
目

法学

専
門
共
通
科
目

必
修
科
目

農業経営

農業経営設計

農政時事

マーケティング論

海外農業と食料

ＧＡＰ活用論

農畜産物流通論

農業簿記Ⅰ

農業機械操作Ⅰ(大特）

農業機械整備

演習 1 15

農業金融・農協概論

農業概論

畜産概論

1

1

講義 1 8

演習 1 15

2

講義 1 8

演習 1 15

選
択
科
目

毒物・劇物

危険物

基礎ゼミナール

農業機械操作Ⅱ（けん引）

情報処理Ⅱ

食品加工基礎

地域食材論

食品加工演習

６次産業化基礎

化学

英語Ａ

商品開発概論

環境保全農業概論

土壌肥料

ＩＣＴ・先端技術活用論

情報処理Ⅰ
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学年 内容 単位 校時数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
2 講義 1 8 6 2
2 演習 1 15 1 1 2 2 3 2 2 2
2 講義 1 8 8
2 演習 1 15 2 2 2 3 2 2 2
1 講義 1 8 1 1 2 2 2
1 講義 3 23 2 1 2 2 3 3 2
1 講義 1 8 1 1 1 2 1 2
1 講義 1 8 1 1 2 2 2
1 講義 1 8 1 1 2 2 2
1 講義 3 23 2 2 13 2 4
2 講義 1 8 2 6
2 演習 1 15 2 1 1 1 1 1 2 2 4
2 講義 1 8 2 2 1 2 1

実習 2 45 45 (45)
講義 1 8 8 (8)

1 実習 13 293 30 30 30 25 15 30 30 30 30 15 15 13

2 講義 3 23 3 3 3 3 3 3 3 2
2 実習 11 248 35 30 30 20 15 30 45 30 13

卒業論文 2 演習 3 45 10 25 10
2 講義 3 23 3 3 3 3 3 3 3 2
2 実習 11 248 35 30 30 20 15 30 45 30 13

卒業論文 2 演習 3 45 10 25 10
2 講義 1 8 6 2
2 演習 1 15 1 1 2 2 3 2 2 2
2 講義 1 8 2 6
2 演習 1 15 2 2 2 3 2 2 2
1 講義 2 15 3 4 4 4
1 講義 5 38 3 6 6 5 5 5 5 3
1 講義 3 23 2 2 12 3 4
2 講義 1 8 2 6
2 演習 1 15 2 1 1 1 1 1 2 2 4
2 講義 1 8 3 5

実習 2 45 45 (45)
講義 1 8 8 (8)

1 実習 13 293 30 30 30 25 15 30 30 30 30 15 15 13

2 講義 3 23 3 3 3 3 3 3 3 2
2 実習 11 248 35 30 30 20 15 30 45 30 13

卒業論文 2 演習 3 45 10 25 10
2 講義 3 23 3 3 3 3 3 3 3 2
2 実習 11 248 35 30 30 20 15 30 45 30 13

卒業論文 2 演習 3 45 10 25 10
1 講義 2 15 6 5 2 2
2 講義 1 8 4 2 1 1
2 講義 2 15 3 2 2 3 3 2
1 講義 1 8 1 1 2 4
1 講義 1 8 1 1 2 1 1 1 1
1 講義 2 15 2 2 2 2 2 2 3
2 演習 1 15 2 4 4 5
1 講義 2 15 2 4 3 4 1 1
1 実習 1 23 8 8 7
1 講義 1 8 2 2 4
2 演習 2 30 4 1 1 1 2 2 3 10 6

畜産環境保全 2 講義 1 8 4 4
家畜育種 1 講義 1 8 1 1 3 3

実習 2 45 45 (45)
講義 1 8 8 (8)

1 実習 12 270 20 30 30 20 20 20 30 20 20 20 20 20

2 講義 3 23 2 2 2 3 2 2 3 3 2 2
2 実習 11 248 30 30 30 30 20 20 30 25 25 8

卒業論文 2 演習 3 45 10 25 10

2

農家実習 2

農家実習 2

区分 科　目

畑
作
園
芸
課
程
科
目

野菜園芸栽培
【専攻実習】

花
き

りんご・一般果樹栽培
【専攻実習】

植物病理

共
通
科
目

作物育種

花き園芸学

コ
ー

ス

科

目

肉用牛・乳用牛飼養
【専攻実習】

肉用牛・乳用牛飼養
【専攻実習】

共
通
科
目

専
攻
科
目

り
ん
ご

一
般

コ
ー

ス
科
目

家畜栄養

花き園芸栽培
【専攻実習】

稲作各論

農家実習

野菜園芸学

野菜・花き園芸ゼ
ミナール

花き園芸各論
共
通
科
目

野
菜

コ
ー

ス
科
目

植物病理

野菜園芸各論

野菜・花き園芸栽培
【専攻実習】

作物昆虫

家畜繁殖

果樹育種

りんご栽培
【専攻実習】

果樹栽培
【専攻実習】

畜
産

家畜解剖

家畜飼養管理

畜産ゼミナール

畜
産
課
程
科
目

作物昆虫

果樹園芸各論
果樹園芸学

りんご・一般果樹
ゼミナール

飼料作物

果
樹
課
程
科
目

家畜衛生
家畜生理
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区分 学年 内容 単位 校時数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2 講義 2 15 1 1 4 2 4 2 1
2 講義 1 8 1 2 1 2 1 1
2 講義 1 8 1 2 4 1
2 講義 1 8 3 2 2 1
2 演習 1 15 4 4 4 3
2 講義 1 8 4 2 1 1
2 講義 1 8 4 1 1 1 1
2 演習 1 15 4 2 2 1 3 1 1 1
2 演習 1 15
2 実習 6 135 5 5 20 15 10 20 20 20 20

畑作 野菜・花き園芸栽培 2 実習 5 113 30 25 15 8 5 5 10 10 3 2
果樹 りんご・一般果樹栽培 2 実習 5 113 30 25 15 8 5 5 10 10 3 2
畜産 肉用牛・乳用牛飼養 2 実習 5 113 30 25 15 8 5 5 10 10 3 2

2 演習 3 45 10 25 10

2 講義 2 15 8 7

2 演習 2 45 30 15

1 演習 1 15 2 2 2 2 2 2 1 1 1

2 演習 1 15 2 2 2 2 2 2 1 1 1

1 演習 1 15 2 2 2 2 2 2 1 1 1

2 演習 1 15 2 2 2 2 2 2 1 1 1

1 45 14 2 3 5 1 9 1 2 8

2 48 16 3 3 5 1 9 1 2 8

1 8 1 1 1 1 1 1 1 1

2 8 1 1 1 1 1 1 1 1

1 8 1 2 1 2 2

2 5 3 1 1

※（　）は班を複数に分けて行う授業

専
攻
科
目

食品加工・貯蔵学

６次産業化ゼミナール

６次産業化実践【専攻実習】

所
属
課
程

専
攻
実
習

農業機械操作Ⅲ
(無人ヘリ）

茶道

華道

特
別
活
動

学校行事

自治会活動

就農・ビジネス講座

自
由
選
択
科
目

コ
ー

ス
科
目
（

6
次
産
業
化
）

食品衛生学

経営管理基礎
フードシステムと食品流通

マーケティング論（応用）

科　目

卒業論文
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Ⅶ 講師一覧

時間数
区 分 科 目 講 師1年 2年

教 必 生 物 15 福士広司（ 元高等学校長）

養 修 英 会 話 30 リ ッ チ ジョ セフ ウ ェ イ ド （ 英会話教室）

科 科 体 育 30 30 萠出昌彦（ 元中学校長）、 担当職員（ 営農大学校）

目 目 気 象 概 論 15 藤田淳（ 青森県気象予報士会）

社 会 学 15 担当職員（ 営農大学校、 構造政策課）

法 学 15 廣瀬孝壽（ 青森中央学院大学）

選 化 学 15 松野洋祐（ 元高等学校長）
択 英 語 Ａ 15 リ ッ チ ジョ セフ ウ ェ イ ド （ 英会話教室）
科 英 語 Ｂ 15 リ ッ チ ジョ セフ ウ ェ イ ド （ 英会話教室）
目

専 必 農 業 経 営 30 加来聡伸（ 八戸学院大学）、 佐々 木（ 孝）（ 営農大学校） ほか

門 修 農 業 経 営 設 計 30 担当職員（ 上北農林水産事務所）、 佐々 木（ 孝）（ 営農大学校）

共 科 農 政 時 事 30 豊川良昭（ 営農大学校）、 山﨑道晴（ ( 公社) 緑の安全推進協会） ほか

通 目 マーケティ ング論 30 星野康人（ マーケティ ングコンサルタント ）、 川守田景子

科 （ 八戸学院大学） ほか

目 海 外 農 業 と 食 料 15 石塚哉史（ 弘前大学）、 担当職員（ 東北農政局青森県拠点） ほか

Ｇ Ａ Ｐ 活 用 論 15 担当職員（ Ｇ Ａ Ｐ 関係会社、 農産園芸課）

農 畜 産 物 流 通 論 15 石塚哉史（ 弘前大学）

農 業 簿 記 Ⅰ 30 佐藤（ 営農大学校）

農 業 簿 記 Ⅱ 30 和島市郎（ 税理士）

農業金融･農協概論 15 担当職員（ 団体経営改善課、 農協中央会） ほか

農 業 概 論 30 中村豊（ 元高等学校長）、 担当職員（ 農林水産政策課、 営農大学校）

畜 産 概 論 15 担当職員（ 営農大学校）

商 品 開 発 概 論 15 担当職員（ 弘前工業研究所）

環境保全農業概論 15 担当職員（ 東北農政局青森県拠点） ほか

土 壌 肥 料 30 細田洋一（ 試験研究機関）

I CT・ 先端技術活用論 30 林和信（ 農研機構） ､林久喜（ 元筑波大学） ､担当職員（ 八

戸学院大学） ほか

農 業 機 械 操 作 Ⅰ （ 大 特 ） 45 佐藤、 中島（ 営農大学校）

農 業 機 械 整 備 45 佐藤、 中島（ 営農大学校）

情 報 処 理 Ⅰ 45 中野渡美香（ パソ コ ン 教室）

情 報 処 理 Ⅱ 45 中野渡美香（ パソ コ ン 教室）

食 品 加 工 基 礎 15 岩﨑（ 営農大学校）

地 域 食 材 論 15 岩﨑（ 営農大学校）

食 品 加 工 演 習 15 担当職員（ 農産物加工研究所）、 新堀徹子（ そば店経営者） ほか

６ 次 産 業 化 基 礎 30 担当職員（ 農産物加工研究所、 食ブランド・ 流通推進課） ほか

選 毒 物 ・ 劇 物 30 担当職員（ 電力関係会社） ほか

択 危 険 物 30 有識者、 担当職員（ 電力関係会社） ほか

科 基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 30 中島（ 営農大学校）

目 （ 農業技術検定）

農 業 機 械 操 作 Ⅱ （ け ん 引 ） 45 佐藤、 中島（ 営農大学校）
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時間数
区 分 科 目 講 師

1年 2年

専 畑 共 植 物 病 理 45 荒井茂充（ 元県産業技術センタ ー）、
攻 作 通 担当職員（ 県産業技術セン タ ー、 営農大学校）
科 園 作 物 昆 虫 45 担当職員（ 県産業技術セン タ ー、 営農大学校）
目 芸 野 菜 園 芸 学 15 出町（ 営農大学校）

課 野菜園芸各論 15 成田、 伊藤、 出町、 助川（ 営農大学校）
程 花 き 園 芸 学 45 成田、 助川（ 営農大学校）
科 花き 園芸各論 15 成田、 助川（ 営農大学校）
目 稲 作 各 論 15 成田（ 営農大学校）

野菜・ 花き 園芸ゼミ ナール 45 45 成田、 伊藤、 出町、 助川（ 営農大学校）
作 物 育 種 15 伊藤（ 営農大学校）
農 家 実 習 105 受入農家ほか
野菜・ 花き園芸栽培

585 成田、 伊藤、 出町、 助川（ 営農大学校）
【 専 攻 実 習 】

野 野菜園芸栽培 540 成田、 伊藤、 出町、 助川（ 営農大学校）
菜 【 専 攻 実 習 】

卒 業 論 文 90 成田、 伊藤、 出町、 助川（ 営農大学校）

花 花き 園芸栽培 540 成田、 助川（ 営農大学校）
き 【 専 攻 実 習 】

卒 業 論 文 90 成田、 助川（ 営農大学校）

果 共 植 物 病 理 45 荒井茂充（ 元県産業技術センタ ー）、
樹 通 担当職員（ 県産業技術セン タ ー、 営農大学校）
課 作 物 昆 虫 45 担当職員（ 県産業技術セン タ ー、 営農大学校）
程 果 樹 園 芸 学 30 土嶺、 上原子、 乙部（ 営農大学校）
科 果樹園芸各論 75 土嶺、 上原子、 乙部（ 営農大学校）
目 り んご･一般果樹ゼミ ナール 45 45 土嶺、 上原子、 乙部（ 営農大学校）

果 樹 育 種 15 今智之（ 元県職員）、 土嶺（ 営農大学校）
農 家 実 習 105 受入農家ほか
り んご・ 一般果樹栽培

585 土嶺、 上原子、 乙部（ 営農大学校）
【 専 攻 実 習 】

り ん り ん ご 栽 培 540 土嶺、 上原子、 乙部（ 営農大学校）
ご 【 専 攻 実 習 】

卒 業 論 文 90 土嶺、 上原子、 乙部（ 営農大学校）

一般 果 樹 栽 培 540 土嶺、 上原子、 乙部（ 営農大学校）
果樹 【 専 攻 実 習 】

卒 業 論 文 90 土嶺、 上原子、 乙部（ 営農大学校）

畜 共 家 畜 繁 殖 30 三浦弘（ 北里大学） ､ 神谷（ 営農大学校）
産 通 飼 料 作 物 15 中村（ 営農大学校）
課 家 畜 衛 生 30 担当職員（ 各家畜保健衛生所）、 中村（ 営農大学校）
程 家 畜 生 理 15 担当職員（ 県産業技術センタ ー）、 中村（ 営農大学校）
科 家 畜 栄 養 15 担当職員（ 畜産協会）、 神谷（ 営農大学校）
目 家 畜 解 剖 30 30 神谷、 中村（ 営農大学校）

家畜飼養管理 75 担当職員（ 県産業技術センター）、神谷、中村（ 営農大学校）
畜産ｾﾞ ﾐ ﾅｰﾙ 15 60 神谷、 中村（ 営農大学校）
畜産環境保全 15 神谷（ 営農大学校）
家 畜 育 種 15 担当職員（ 畜産協会）、 神谷（ 営農大学校）
農 家 実 習 105 受入農家ほか
肉用牛・ 乳用牛飼養 540 神谷、 中村（ 営農大学校）
【 専 攻 実 習 】

畜 肉用牛・ 乳用牛飼養 540 神谷、 中村（ 営農大学校）
産 【 専 攻 実 習 】

卒 業 論 文 90 神谷、 中村（ 営農大学校）
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時間数
区 分 科 目 講 師

1年 2年

専 コ マーケティング論（ 応用） 30 星野康人（ マーケティ ングコ ンサルタ ン ト ）
攻 フードシステムと食品流通 15 有識者（ 食品関連企業）、 担当職員（ 営大職員）ー
科 ス 経 営 管 理 基 礎 15 石倉憲治（ 経営士）、 有識者（ 中小企業診断士等）
目 科 食品加工・ 貯蔵学 45 担当職員（ 上北農産加工、 県産業技術センター） ほか

目 食 品 衛 生 学 15 担当職員（ 上十三保健所、 関連団体） ほか
６ 次産業化ゼミ ナール 45 岩﨑、 齊藤（ 営農大学校）（

６ ６ 次 産 業 化 実 践 300 岩﨑、 齊藤（ 営農大学校）
次 【 専 攻 実 習 】
産
業 所属課程専攻実習
化

畑作 野菜・ 花き 225 成田、 伊藤、 出町、 助川（ 営農大学校））
園芸栽培

果樹 り んご・ 一 225 土嶺、 上原子、 乙部（ 営農大学校）般果樹栽培

畜産 肉用牛・ 乳 225 神谷、 中村（ 営農大学校）用牛飼養

卒 業 論 文 90 岩﨑、 齊藤（ 営農大学校）

自由 農業機械操作Ⅲ( 無人ヘリ ) 120 イ ンス ト ラ ク タ ー（ ス カイ ス ク ール）
選択 茶 道 30 30 千葉育子、 田中愛子（ 裏千家淡交会）
科目 華 道 30 30 松田ツ ヤ（ 池坊）
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○実務経験のあ る 教員によ る 授業科目について

単位
数

時間
数

担当教員名 実務家教員の授業概要

教
養
科
目

【

全
課
程
共
通
】

必
修
科
目

1 15 藤田淳
青森県気象予報士会副会長・防災士として活動している講師を招請し、
気象の基礎知識及び気象情報の利用法について理解を深めます。

2 30 星野康人　ほか
マーケティングコンサルタントやデザイナーの方々を講師として招請し、
マーケティングの理論と手法を校内直売所等を活用しながら実践的に学
びます。

1 15 有識者等
国際水準ＧＡＰに関する指導経験を有する専門家を講師として招請し、国
際水準ＧＡＰの考え方や実践方法を学びます。

1 30 和島市郎
税理士を講師として招請し、農業経営管理に必要な簿記記帳の方法や決
算書及び確定申告書の作成手法を習得します。

1 15 県農協中央会職員等
農協中央会の職員等を講師として招請し、農協の歴史や仕組み、農業金
融の仕組み等について学習します。

1 15
(地独)青森県産
業技術センター
職員

企業の商品開発支援等に携わる試験研究機関の職員を講師として招請
し、商品開発・評価の実践的手法を習得します。

2 30 細田洋一
試験研究機関職員を講師として招請し、栽培の基本となる土づくり及び肥
料に関する知識を習得します。

2 30
林和信､
農業機械ﾒｰｶｰ、
堀明人　ほか

最先端農業機械の開発に携わった試験研究機関の職員や農業機械メー
カー職員、ITコンサルタントなどを講師として招請し、農業におけるＩＣＴや
最先端技術の活用手法を習得します。

1 30 そば店経営者 ほか
そば店でのそば打ち体験等を通じて、地域農畜産物の加工技術を習得し
ます。

1 15
(地独)青森県産
業技術センター
職員　ほか

農業者や企業の食品加工支援等に携わる試験研究機関の職員等を講師
として招請し、農業の６次産業化に係る基礎事項を学習します。

2 30 有識者 ほか
毒物・劇物の分析等に携わる有識者を講師として招請し、農薬を扱う際に
必要となる毒物・劇物の概要を理解させるとともに、毒物劇物取扱者（一
般）の資格取得を目指します。

2 30 有識者 ほか
消防署での勤務経験を有する有識者等を講師として招請し、危険物の取
扱に関する基礎知識を習得させるとともに、危険物（乙種４類）の資格取得
を目指します。

17 285

単位
数

時間
数

担当教員名 実務家教員の授業概要

2 45
(地独)青森県産業技
術センター職員ほか

病害虫防除指導に携わる試験研究機関において、農業に関する病害の
基礎的事項について学習します。

2 45 (地独)青森県産業技
術センター職員ほか

病害虫防除指導に携わる試験研究機関において、農業に関する害虫の
基礎的事項について学習します。

3 105 受入農家 ほか
県内の先進農家等に派遣し、農作業や生活体験を通じて実践的な技術
や経営に対する考え方等を直に学び、農業観や職業観を養います。

7 195

2 45
(地独)青森県産業技
術センター職員ほか

病害虫防除指導に携わる試験研究機関において、農業に関する病害の
基礎的事項について学習します。

2 45
(地独)青森県産業技
術センター職員ほか

病害虫防除指導に携わる試験研究機関において、農業に関する害虫の
基礎的事項について学習します。

3 105 受入農家 ほか
県内の先進農家等に派遣し、農作業や生活体験を通じて実践的な技術
や経営に対する考え方等を直に学び、農業観や職業観を養います。

7 195

共
通
科
目

3 105 受入農家 ほか
県内の先進農家等に派遣し、農作業や生活体験を通じて実践的な技術
や経営に対する考え方等を直に学び、農業観や職業観を養います。

3 105

2 30 星野康人
マーケティングコンサルタントを講師として招請し、マーケティングの理論と
手法を校内直売所等を活用しながら実践的に学びます。

1 15 有識者等
食品加工産業、食品製造業、食品流通業などに従事する方々を講師とし
て招請し、作った商品を消費者に届ける仕組みについて学習します。

1 15 有識者等
社会保険労務士や中小企業診断士、経営士等を講師として招請し、経営
の模擬体験等を通じて、労務管理や原価計算など、経営管理に必要とな
る基礎知識を習得します。

2 45 有識者、担当職員等
企業や農家の食品分析等に携わる試験研究機関の職員を講師として招
請し、加工品の生産に必要な加工・貯蔵技術を習得します。

1 15 担当職員等
食品の営業許可やＨＡＣＣＰ導入支援等に携わる保健所等の職員を講師
として招請し、食品衛生に関する知識を習得します。

3 105 受入農家 ほか
県内の先進農家等に派遣し、農作業や生活体験を通じて実践的な技術
や経営に対する考え方等を直に学び、農業観や職業観を養います。

10 225

単位
数

時間
数

畑作園芸課程 24 480

（6次産業化コース選択者） 27 510

果樹課程 24 480

（6次産業化コース選択者） 27 510

畜産課程 20 390

（6次産業化コース選択者） 27 510

6 160

実務経験のある教員等による授業科目
の単位数・授業時数　②

区分

実務経験のある
教員等による授
業科目の単位
数・授業時数
（①＋②）

省令で定める基準単位数・授業時数

コ
ー

ス
科
目
（

6
次
産
業
化
）

マーケティング論（応用）

フードシステムと食品流通

経営管理基礎

食品加工・貯蔵学

食品衛生学

所属課程農家実習

専
攻
科
目

畜
産
課
程
科
目

農家実習

実務経験のある教員等による授業
科目の単位数・授業時数　②

果
樹
課
程
科
目

共
通
科
目

植物病理

作物昆虫

農家実習

実務経験のある教員等による授業
科目の単位数・授業時数　②

畑
作
園
芸
課
程
科
目

共
通
科
目

植物病理

作物昆虫

農家実習

実務経験のある教員等による授業
科目の単位数・授業時数　②

危険物

実務経験のある教員等による授業科目
の単位数・授業時数　①

区分 科目

区分 科目

気象概論

専
門
共
通
科
目
【

全
課
程
共
通
】

必
修
科
目

マーケティング論

GAP活用論

農業簿記Ⅱ

農業金融・農協概論

商品開発概論

土壌肥料

ICT・先端技術活用論

食品加工演習

６次産業化基礎

選
択
科
目

毒物・劇物
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Ⅷ 講義内容

１ 教養科目

教養科目： 必修科目

科目名 生物（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 生活及び農業と 関わり のある 生物学の基礎知識を習得する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 生物の基本概念と 基本構造 ～生物と は何か～ 福士 広司～

６ ２ 生物の基本単位である 細胞について

３ 生物の増殖と 生殖 

４ エネルギーと 酵素・ 代謝

５ 光合成と 窒素同化

６ 感覚器官 ～眼、 耳の構造と 仕組み～

７ 環境と 進化 人の暮ら し と 微生物

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： フ ォ ト サイ エンス 生物図録（ 数研出版）、 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験
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教養科目： 必修科目

科目名 英会話（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 基礎的な英会話能力を習得する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ コ ース 概要， 挨拶・ 自己紹介， レ ベルチェ ッ ク リ ッ チ ジョ セフ ウ ェ イ ド～

５ ２ be動詞, How are you?（ 会話）， be動詞のWh～疑問文

３ 形容詞， be動詞のY/N疑問文： 落と し 物の手伝い（ 会話）

４ 一般動詞， ス ケジュ ール・ 時間に関する 表現

５ 一般動詞の三単現， 命令文

６ Do you l i ke～?， 比較: 意見： Whi ch do you l i ke bet t er?

７ Do you～?, 家族の紹介、 現在進行形, 招待（ 会話）

８ ス ピ ーチ1， 買い物（ 会話）

９ 人物に関する 単語（ 家族・ 職業など ）， 現在進行形， 未来形

10 How～疑問文

11 過去形1： 一般動詞

12 過去形2: be動詞， 場所に関する 単語

13 There i s/ar e～， Y/N疑問文（ I s/Are t her e～?）

14 ス ピ ーチ2， 数量詞（ How many～?/How much～?）， 総合復習

15 試験

教科書、 参考図書等 教科書： I nt er change 1A/ Cambr i dge Uni ver si t y Press、 講師作成資料

成績評価の方法 口述試験、 筆記試験、 授業態度、 学習意欲
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教養科目： 必修科目

科目名 体育（ 演習（ 実技）） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 各種運動やス ポーツ 行事への参加を通し て、 体力の向上と 健康増進を 図る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

６ １ ～11 球技（ バド ミ ント ン、 卓球、 バレ ーボール等） 萠出昌彦
～
２ 12 保健講話（ 喫煙に関し て） 上北保健所

13 保健講話（ ス マホ・ ケータ イ 安全教室・ 人権教室） 営大職員

14～15 ウ イ ンタ ース ポーツ

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲

教養科目： 必修科目

科目名 体育（ 演習（ 実技）） 履修区分 必履修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 各種運動やス ポーツ 行事への参加を通し て、 体力の向上と 健康増進を 図る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～２ 救命救急講習 萠出昌彦、～

営大職員
２ ３ ～13 球技（ バド ミ ント ン、 卓球、 バレ ーボール等）

14～15 ウ イ ンタ ース ポーツ

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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教養科目： 必修科目

科目名 気象概論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 生産管理や気象災害の防止に不可欠な気象情報は、 官民問わず実用性の高い

内容で提供さ れる よ う になった。 一方で、 利用者側のリ ス ク 管理情報と し て、

十分に活かさ れていない現状がある 。 よ り 円滑に活用でき る よ う 、 気象の基礎

知識及び気象情報の利用法について理解を 深めても ら う こ と を 主な目的と す

る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 青森の気候と 農業と 気象観測 藤田 淳～

７ ２ 気象の基礎知識（ 雨の降る 仕組み）

３ 気象情報の見方と 利用方法

４ 気象災害と その対策（ 春～夏）

５ 気象災害と その対策（ 秋）

６ 気象災害と その対策（ 冬） と 将来の気候変動

７ 気象情報の活用方法と 総ま と め

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲
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教養科目： 必修科目

科目名 社会学（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 青森県の歴史・ 文化について理解を深める 。 ま た、 社会人と し ての基礎知識
を 身につける 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

９ １ ～４ 青森県の歴史・ 文化 豊川 良昭
内村 ゆき 美

～

５ 農業・ 農村の振興事例 担当職員
( 構造政策課)

１
６ 選挙出前講座 有識者

７ 10代・ 20代に必要な金融知識

８ 放射線講座

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 リ アク ショ ンペーパー、 レ ポート 、 授業態度

教養科目： 必修科目

科目名 法学（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 法律には、 事件・ 事故を 起こ さ ないために予防する 役割、 そし て、 起き たと
き に解決する 役割がある 。 よ い社会にする ために必要な法律について考える 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

２ １ 法と は何か（ 裁判と 法） 廣瀬 孝壽

～

２ 法の構造（ 契約・ 消費と 法）

３ ３ 法的三段論法（ 子ど も と 法）

４ 法の解釈（ 就職と 法）

５ 判例と 学説（ 学校と 法）

６ 法分野の概観（ 人の一生と 法律）

７ 多角的に正義について考える （ 事故と 法）

８ 試験と 解説

教科書、 参考図書等 教科書：『 法学と 人の一生』（ 八千代出版） 小川富之ほか著（ 2026年）

成績評価の方法 筆記試験
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教養科目： 選択科目

科目名 化学（ 講義） 履修区分 選択

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 生活と 関わり のある 化学の基礎知識を習得する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ 化学の目的と 物質の分類 松野 洋祐～

６ ２ 物質の構成粒子と 元素

３ 物質量

４ 物質の反応①

５ 物質の反応②

６ 無機化合物

７ 有機化合物

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： サイ エンス ビュ ー化学総合資料（ 実教出版）、 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験
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教養科目： 選択科目

科目名 英語Ａ （ 講義） 履修区分 選択

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 英語の基礎的な文法等を確認し ながら 、 文法力や読解力の向上を 図る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

11 １ 自己紹介、 リ ッ チ ジョ セフ ウ ェ イ ド～

文法基本： be動詞、 一般動詞（ 肯定・ 否定・ 疑問）、 単語1
12

２ 時制、 単語2

３ 助動詞、 単語3

４ To不定詞、 動名詞、 単語4

５ 比較級、 最上級、 原級、 単語5

６ 態（ 受動態など ）、 ス ピ ーチ1、 疑問文1

７ 関係詞、 ス ピ ーチ2、 疑問文2、 総合復習

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 授業態度、 学習意欲

教養科目： 選択科目

科目名 英語Ｂ （ 講義） 履修区分 選択

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 英語の応用的な文法等を学び、 文法力や読解力の向上を図る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

11 １ 英語Ａ の復習、 英日翻訳の基礎、 How疑問文 リ ッ チ ジョ セフ ウ ェ イ ド～

12 ２ 英日翻訳の基礎2、 修飾語： 接続詞、 Can you t el l /show me疑問文

３ 農業に関する 翻訳、 専門語1、 Ｗhy疑問文

４ 営業・ 営農に関する 翻訳、 専門語2

５ 長文翻訳、 ス ピ ーチ1

６ 日英翻訳の基礎、 看板翻訳、 和製英語、 ス ピ ーチ2

７ 日英翻訳の基礎2、 日付・ 時間・ 住所など の翻訳、 ス ピ ーチ3、 総
合復習

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 授業態度、 学習意欲
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２ 専門共通科目

専門共通科目： 必修科目

科目名 農業経営（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 農業経営の基礎的知識を習得する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

７ １ 農業経営の組織と 運営 佐々木 孝子～

１ ２ 農業の経営承継 有識者等

３ 農業の労務管理 中小企業診断士

４ 農業の現状と 役割 佐々木 孝子

５ 農業経営の会計①（ 収益、 費用）

６ 農業経営の会計②（ 複式簿記）

７ 農業経営の会計③（ 減価償却）

８ 農業経営の会計④（ 損益計算書、 貸借対照表）

９ ～10 農業経営の会計⑤（ 原価計算、 固定費、 変動費）

11～14 農業法人の企業者活動 加来 聡伸

15 試験 佐々木 孝子

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲

専門共通科目： 必修科目

科目名 農業経営設計（ 演習） 履修区分 必履修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 農業経営を 行う 上で指針と なる 経営設計の必要性を 認識さ せる と と も に、 試
算計画法によ り 計画の作成方法を 習得する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～２ 農業経営の指標、 改善のポイ ント 佐々木 孝子～

８ ３ ～４ 原価計算、 固定費、 変動費

５ ～６ 損益分岐点分析

７ ～８ Ｓ Ｔ Ｒ Ａ Ｃ 分析

９ ～10 さ ま ざま な経営計画の方法

11～14 パソ コ ンによ る 農業経営設計の実際 上北農林水産
ａ 試算計画法によ る 計画の作成 ｂ 営農計画の作成 事務所職員

15 試験 佐々木 孝子

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲
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専門共通科目： 必修科目

科目名 農政時事（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 ２ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 日本農業の現状と 農政の移り 変わり 並びに世界の食糧事情及び環境問題等に
ついて理解する 。 あわせて新たな農業経営や農業情勢について学ぶ。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 日本農業の基礎知識、 青森県の農業 豊川 良昭～

12 ２ 日本の農政、 肥料と 農薬の基礎知識、
農業を進化さ せる テク ノ ロ ジー、 日本の食をめぐ る 動き

３ 持続可能な農業に向けて、 日本の食料事情

４ 世界経済の中の日本農業

５ 加速する 農業のビ ジネス 化

６ 世界の食料事情と 食を めぐ る 問題

山﨑 道晴
７ ～８ 環境にやさ し い農業①（ 農薬の適正使用）

９
担当職員環境にやさ し い農業②（ 有機農業）
( 実践農家等)

10 鳥獣被害防止対策 猟友会会員等

11 ユニバーサル農業の取組 担当職員
( 構造政策課)

12～13 県内現場見学 営大職員ほか

14～15 県内等優良経営体の取組事例聴講

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料
参考図書： 農業のすべてがわかる 本（ ナツ メ 社）

成績評価の方法 毎時の課題レ ポート 、 学習態度・ 意欲
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専門共通科目： 必修科目

科目名 マーケティ ング論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 就農後、 自ら 生産し た農畜産物及びその加工品を有利に販売でき る よ う に、

マーケティ ングの理論と 手法を理解さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ 農業マーケティ ング概論 星野 康人～

３ ２ 直売所のニーズ調査（ 消費者グループイ ン タ ビュ ー）

３ 直売所のシーズ整理

４ 商品コ ンセプト づく り

５ テス ト 販売準備

６ テス ト 販売（ 消費者アンケート 調査）

７ 消費者アンケート 調査の分析

８ 直売所マーケティ ング活動の発表

９ ～10 販促物、 Ｐ Ｏ Ｐ 作成 蝦名 晶子

11～12 起業と マーケティ ング 川守田 景子

13 知的財産を活用し た農畜産物販売 県知的財産支援ｾﾝﾀー

14～15 青森県産品のブラ ンディ ングと マーケティ ング 担当職員

( 食ブラ ン ド ・ 流

通推進課ほか)

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料

参考図書： 超入門無料で使える デザイ ンツ ールCanva（ C＆R研究所）

成績評価の方法 発表、 レ ポート 、 学習態度
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専門共通科目： 必修科目

科目名 海外農業と 食料（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 海外における 環境保全型農業の動向やアジア諸国の農業の現状と 課題、 県内
外の農畜産物輸出に係る 取組など の学習を通じ て、 我が国の農業が進むべき 展
開方向を理解する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

１ わが国における 農産物貿易の特徴と 課題 石塚 哉史
７～

２ グロ ーバル化によ る 貿易体制の変化と 日本農業
２

３ 世界の食と 農を巡る 問題①－世界の人口と 食料問題－

４ 世界の食と 農を巡る 問題②－穀物メ ジャ ーと 農業投資－

５ 食料・ 農業・ 農村基本計画について 担当職員
( ジェ ト ロ 青森、 東北農

６ 水稲収穫量調査について 政局青森県拠点、 構造

政策課)

７ 輸出拡大の取組について

８ 海外農業研修について

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 レ ポート 、 リ アク ショ ンペーパー、 学習態度、 学習意欲

専門共通科目： 必修科目

科目名 Ｇ Ａ Ｐ 活用論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 国際水準Ｇ Ａ Ｐ の考え方や実践方法など の学習を通じ て、 食のグロ ーバル化
に対応し た農業者のある べき 姿と 、我が国農業の進むべき 展開方向を理解する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ Ｇ Ａ Ｐ 概論 ～持続可能な農業のグロ ーバルス タ ンダード ～ 担当職員～

( 農産園芸課)
10 ２ 農場等のリ ス ク 評価のポイ ン ト

３ 農場等のリ ス ク 発見と その対策

４ Ｇ Ａ Ｐ 認証取得ま での流れ

11 ５ ～８ 模擬審査等 ～認証取得に向けた審査対応～ Ｇ Ａ Ｐ 関係会社

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 確認テス ト 、 リ アク ショ ンペーパー、 学習態度、 学習意欲 等
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専門共通科目： 必修科目

科目名 農畜産物流通論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 農畜産物の流通状況等の学習を通じ て、 我が国の農業が進むべき 展開方

向を 理解する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

２ １ 本講義のガイ ダンス 、「 流通」 と は何か？ 石塚 哉史～

３ ２ 青果物の流通シス テム

３ 米の流通シス テム

４ 花き の流通シス テム

５ 畜産物の流通シス テム

６ 有機農産物の流通シス テム

７ 安心・ 安全な食生活と 農畜産物流通

８ 筆記試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 リ アク ショ ンペーパー、 レ ポート 、 学習態度、 学習意欲
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専門共通科目： 必修科目

科目名 農業簿記Ⅰ（ 演習） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 農業経営管理における 基本的な会計知識を習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

６ １ 簿記の役割、 簿記の種類 佐藤 武～

９ ２ 簿記の基本
資産・ 負債と 貸借対照表

３ 簿記の基本
費用・ 収益と 損益計算書

４ 勘定科目と 元帳

５ 取 引

６ 仕訳と 転記１

７ 仕訳と 転記２

８ 資産の記帳

９ 減価償却の記帳

10 負債・ 資本の記帳

11 収益・ 費用の記帳

12 試算表

13 決算１

14 決算２

15 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 農業簿記検定教科書３ 級（ 大原出版）、 農業簿記検定問題集（ ３

級）（ 大原出版）

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲
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専門共通科目： 必修科目

科目名 農業簿記Ⅱ（ 演習） 履修区分 必履修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 農業経営管理に必要な簿記記帳についてパソ コ ンを 活用し ながら 習得する と
と も に、 決算書及び確定申告書を 作成する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～５ 農業経営簿記会計処理 和島 市郎～

７ ６ ～14 所得税青色申告決算書作成

15 確定申告書作成

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 実技試験、 学習態度、 学習意欲

専門共通科目： 必修科目

科目名 農業金融・ 農協概論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 農業金融制度と 農業協同組合についての概要を 理解する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ 農 本県農協の概況 担当職員～

協 ( 農協中央会)
６ ２ 概 農協運動の理念

論
３ 農協の歴史、 組織の仕組み

４ 農協事業の特徴

12 ５ 農 農業金融の仕組み 担当職員～

業 ( 団体経営改善課
２ ６ 金 認定農業者と 農業制度資金 ・ 日本政策金融公

融 庫)
７ 農業信用保証保険制度

８ 農業経営収入保険、 農業共済

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料、 私たちと Ｊ Ａ （ 全国農業協同組合中央会）、
地上（ Ｊ Ａ グループ家の光協会）

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート 、 学習態度、 学習意欲
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専門共通科目： 必修科目

科目名 農業概論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 農業を学ぶ上で必要な知識を習得する と と も に、 農業の概要についての理解

を 深める 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 農業と 営農大学校 種市 順司～

７ ２ 日本の農業と 食料供給、 国土・ 環境保全 中村 豊

３ 農業・ 農村の役割と こ れから の農業

４ 作物の一生と 栽培

５ 作物の繁殖と 育種

６ 作物を取り 巻く 環境、 生育を 支える 土

７ 作物の養分と 肥料

８ 家畜の特性と 飼育

９ 中間試験

10 青森県の農林水産業 担当職員

( 農林水産政策課)

11 農業の基礎知識（ 温度・ 面積・ 体積・ 農薬・ 土壌・ 肥料ほか） 豊川 良昭

12 農業を支える 組織

13 栽植計算、 肥料計算、 農薬の希釈計算１

14 栽植計算、 肥料計算、 農薬の希釈計算２

15 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 農業と 環境（ 実教出版）、 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート 、 学習態度、 学習意欲
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専門共通科目： 必修科目

科目名 畜産概論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 家畜の生産から 畜産物の利用ま での概要を把握し 、 畜産についての基礎知識
を 総合的に理解さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 我が国における 畜産の推移と 現状 中村 夏奈～

６ ２ ～３ 家畜化の歴史と 主要品種の特徴

４ ～６ 主要畜産物（ 乳・ 肉・ 卵） の生産と 流通、 アニマルウ ェ ルフ ェ ア

７ 全体総括

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料、「 畜産・ 酪農に関する 基本的な事項」（ 農林水
産省）、 動画「 がんばる ！畜産！」（ 中央畜産会）

成績評価の方法 筆記試験

専門共通科目： 必修科目

科目名 商品開発概論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 商品開発・ 評価の実践的手法を 学ぶこ と で、 顧客のニーズに合わせて「 売
れる モノ を つく る 」 マーケ ッ ト イ ン の考え 方について の理解を 深める 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

10 １ ～２ 商品企画支援ツ ール（ Ｖ －Ｃ ｕ ｐ ） の概論 担当職員～

課題の調査（ イ ン タ ーネッ ト 等によ る ） （ 弘前工業研究所）
１

３ ～４ Ｖ －Ｃ ｕ ｐ ス テ ッ プ１ によ る 課題の整理 営大職員

５ ～６ 売場等の実地調査

７ 調査内容の整理と 商品企画立案

８ 発表・ ディ ス カ ッ シ ョ ン

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 発表、 学習態度
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専門共通科目： 必修科目

科目名 環境保全農業概論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 持続的な農業の営みが環境形成に果たし ている 役割を理解する と と も に、 物

質循環に基づいて、 生産性及び化学肥料、 農薬の施用によ る 環境負荷の軽減を

考慮し た健康な土づく り 等について、 県内の先進事例調査等によ り 理解を 深め

る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

10 １ みど り の食料シス テム戦略について 担当職員～

（ 東北農政局青

11 ２ 環境に優し い農業の実践（ 土作り 、 有機Ｊ Ａ Ｓ 制度、 特別栽培農 森県拠点ほか）

産物制度）

営大職員

３ ～５ 環境保全農業の取組事例

６ ～７ 現地視察研修

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 レ ポート 、 学習態度
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専門共通科目： 必修科目

科目名 土壌肥料（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 就農時及び２ 学年のプロ ジェ ク ト 学習を進める 上で必要な、 栽培の基本と な

る 土づく り 及び肥料に関する 知識を 習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

８ １ 土壌の生成及び分類（ 土壌の起源と 土壌の分類を 学ぶ） 細田 洋一～

11 ２ 土壌の特性（ 物理性、 化学性、 生物性など を学ぶ）

３ 作物の必須元素（ 作物が必要と し ている 元素を学ぶ）

４ 作物の栄養特性について（ イ ネはケイ 酸を 好み、 野菜は石灰を好

むこ と を 学ぶ）

５ 肥料の原理について（ 最小養分率、 収量漸減の法則等を 学ぶ）

６ 各種肥料の特性（ 各種肥料についてその特徴を学ぶ）

７ 土壌診断について（ 診断する 意義と 分析方法など を学ぶ）

８ 環境にやさ し い施肥技術（ 環境負荷を 低減する 方法を学ぶ）

９ 作物別特性と 施肥法①（ 水稲、 畑作物、 果樹について学ぶ）

10 作物別特性と 施肥法②（ 露地野菜、 施設野菜について学ぶ）

11 作物が吸収する 多量元素について（ 吸収メ カニズム等を 学ぶ）

12 作物が吸収する 微量元素について（ 吸収メ カニズム等を 学ぶ）

13 作物の栄養診断（ 栄養診断の考え方と 方法を学ぶ） について

14 主要な土壌肥料項目の確認（ 肥料の計算法など ）

15 試験

教科書、 参考図書等 教 科 書： 土と 施肥の新知識（ 農山漁村文化協会）

参 考 図 書： 土壌肥料用語事典（ 農村漁村文化協会）

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専門共通科目： 必修科目

科目名 Ｉ Ｃ Ｔ ・ 先端技術活用論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 農業における Ｉ Ｃ Ｔ や最先端技術の活用手法を習得する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

６ １ ～２ 農業分野における Ｉ Ｃ Ｔ の活用 堀 明人～

（ ス マート 農業及びデジタ ル経営の理解）
12

３ ～６ Ｉ Ｃ Ｔ 技術を活用し た農産物の生産履歴情報伝達手法 林 久喜

７ ス マート 農業技術の現状と 今後、 最先端農業機械の開発事例 林 和信

８ 県内のス マート 農業取組事例 担当職員
( 農林水産政策課)

９ ～12 最先端農業機械等の仕組みと 実践手法 農業機械ﾒ ｶーｰ 等

13～15 ビジネス 分野における Ｉ Ｃ Ｔ 等活用 担当職員
( 八戸学院大学)

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 発表、 レ ポート 、 リ アク ショ ンペーパー

専門共通科目： 必修科目

科目名 農業機械操作Ⅰ【 大特】（ 実習） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 ４ ５

指導のねら い 農業機械( ト ラ ク タ ー等) の構造・ 機能・ 作業安全等に関する 基本的な知識・
技能について理解さ せ、 大型特殊自動車運転免許（ 農耕用） を取得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～２ ト ラ ク タ ー及び作業機の始業・ 終業点検 佐藤 武～

ト ラ ク タ ーの運転、 取扱い操作 中島 優太
７ 農作業安全

３ ～４ 基本運転操作練習Ⅰ

５ ～６ 基本運転操作練習Ⅱ

７ ～11 コ ース 運転練習

12～15 実技試験

16～19 コ ース 運転練習

20～23 技能試験（ 青森県運転免許センタ ー）

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 実技試験、 学習態度、 学習意欲
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専門共通科目： 必修科目

科目名 農業機械整備（ 講義・ 演習） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 １ ５ ・ ３ ０

指導のねら い ト ラ ク タ ー等の農業機械の構造・ 機能・ 作業安全等に関する 基本的な知識・

技能について理解さ せ、 農業機械のオペレ ータ ーと し て必要な知識・ 技術を習

得さ せる 。

月 校時 講義内容 演習内容 担当者名

７ １ ～２ 農業機械の構造・ 機能と 取扱い 佐藤 武～

農業機械の安全作業 中島 優太
８ 農業機械の効率利用

３ 工具の取扱いについて( ビデオ)

４ 工具の取扱い練習

５ ロ ータ リ ー耕について( ビデオ)

６ ～７ ロ ータ リ ー耕練習

８ エアク リ ーナー清掃・ バッ テリ ー
装着等について

９ ～10 エアク リ ーナー清掃・ バッ テ
リ ー装着等練習

11 ト ラ ク タ ーの始業点検について

12～13 ト ラ ク タ ーの始業点検練習

14～15 技能試験

16 学科試験

17 作業機の三点リ ンク 装着方法

18～19 エン ジ ン オイ ル・ フ ィ ルタ ー
の交換方法

20～23 技能試験

教科書、 参考図書等 教 科 書： ト ラ ク タ ーの機能と 基本操作（ 日本農業機械化協会）

農業機械整備の基本技術（ 日本農業機械化協会）

参考図書： ビ デオ 安全確保のための正し い工具の使い方

ビ デオ 耕う ん作業を 安全に（ 日本農業機械化協会）

成績評価の方法 筆記試験、 実技試験、 学習態度、 学習意欲
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専門共通科目： 必修科目

科目名 情報処理Ⅰ（ 講義・ 演習） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 １ ５ ・ ３ ０

指導のねら い 情報処理に関する 基本的な知識・ 技能を習得さ せる 。 ま た、 プロ ジェ ク ト を
進める 上で必要な基本的な操作（ ワ ープロ 、エク セル） を実践的に習得さ せる 。

月 校時 講義内容 演習内容 担当者名

６ １ ～２ パソ コ ン操作の基礎解説 中野渡 美香～

８ ３ ～４ ワ ープロ と は

５ パソ コ ン基本操作

６ ～９ ワ ープロ によ る 文書・ 表・ 図形（ 地図） 作成

10 ワ ード 試験

１ 11～14 表計算と は～

２ 15～22 表計算によ る 表・ グラ フ の作成
関数の活用

23 エク セル試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 実技試験、 学習態度、 学習意欲

専門共通科目： 必修科目

科目名 情報処理Ⅱ（ 講義・ 演習） 履修区分 必履修

学 年 ２ 学年 単位数 ２ 時間数 １ ５ ・ ３ ０

指導のねら い パワ ーポイ ント を 利用し てプロ ジェ ク ト 発表を行う ための基本操作を 実践的
に習得さ せる 。

月 校時 講義内容 演習内容 担当者名

９ １ ～２ わかり やすい資料の作成方法 中野渡 美香～

11 ３ ～４ データ の上手なと り ま と め方
パワ ーポイ ント 基本解説

５ ～９ パワ ーポイ ント の基本操作

10～14 各種グラ フ の作成方法
図の作成及び貼付方法

15～16 見やすい資料作成と は

17～20 プロ ジェ ク ト 発表に向けたパワ ーポイ ン ト 活用

21～22 上手なプレ ゼン テーショ ン

23 プレ ゼンテーショ ン試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 実技試験、 学習態度、 学習意欲
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専門共通科目： 必修科目

科目名 食品加工基礎（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 農産物の機能性や特性を 生かし た基礎的な加工技術を習得さ せる と と も に、
付加価値の高い農畜産物の生産と 販売についての認識を深める 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 食品を 扱う 際の注意事項と 機械・ 器具の使い方 岩﨑 和美～

12 ２ ～３ 乾燥加工、 瓶詰加工（ 果実）

４ ～５ アイ ス ク リ ーム加工

６ ～７ 菓子加工、 真空調理

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度・ 意欲

専門共通科目： 必修科目

科目名 地域食材論（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 県内に古く から 伝わる 食生活や食文化、 郷土食の加工など の学習を通じ て、
農山漁村地域についての認識を深める 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～２ 食生活と 食文化、 県内各地の地域特産物 岩﨑 和美～

12 ３ ～４ 郷土食を知ろう ！

５ ～７ 郷土食加工実習

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート 、 学習態度・ 意欲
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専門共通科目： 必修科目

科目名 食品加工演習（ 実験演習） 履修区分 必履修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 地域農畜産物の特性を生かし た加工技術を習得さ せる と と も に、 付加価値の
高い農畜産物の生産と 販売についての認識を深める 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

９ １ ～８ ①パン、 ②レ ト ルト カレ ー、 ③り んごジュ ース 営大職員～

９ ～12 ＜畑作園芸課程＞ 担当職員
豆腐、 おから 加工品 （ 農産物加工

＜果樹課程＞ 研究所）
ブルーベリ ージャ ム、 ゼリ ー

＜畜産課程＞
ソ ーセージ

13～14 そば打ち 新堀 徹子

15 試験 営大職員

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 実技試験、 実習態度・ 意欲、 レ ポート

専門共通科目： 必修科目

科目名 ６ 次産業化基礎（ 講義） 履修区分 必履修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 農業の６ 次産業化に係る 基礎事項について学習する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

６ １ ６ 次産業化と は 担当職員～

( 食ブラ ン ド ・ 流
１ ２ ６ 次産業化の推進施策、 推進体制 通推進課)

３ ～４ 食品加工の基礎知識 担当職員
食品の加工方法 （ 農産物加工研究所）

５ 食品表示
担当職員
（ 上北農林水産事務所）

６ ～７ 県内６ 次産業化事例現地研修 営大職員

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート 、 実習態度・ 意欲
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専門共通科目： 選択科目

科目名 毒物・ 劇物（ 講義） 履修区分 選択

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 農薬を扱う 際に必要と なる 毒物・ 劇物の概要を理解さ せる と と も に、 毒物劇
物取扱者資格（ 一般用） の取得を 目指す。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

７ １ ～４ 関 毒物及び劇物取扱法 担当職員～

係 毒物及び劇物取扱施行令 ( 電力関係会社)
８ 法 毒物及び劇物取扱施行規則

規 毒物及び劇物取扱指定令

５ ～14 基 一般用薬剤 担当職員
礎 農業用薬剤 ( 電力関係会社)
化 薬剤の貯蔵と 解毒法
学 毒物・ 薬物の識別法

15 試験 営大職員

教科書、 参考図書等 教科書： 毒物劇物取扱者試験合格的テキス ト ＆問題集（ 自由国民社）、
講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲

専門共通科目： 選択科目

科目名 危険物（ 講義） 履修区分 選択

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 危険物の取扱いに関する 基礎知識を習得さ せる と と も に、 危険物取扱者資格
（ 乙種第４ 類） の取得を目指す。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

１ １ ～６ 物理学と 化学の基礎知識 渡部 哲也～

ａ 基礎的物理学及び基礎的化学
３ ｂ 燃焼の基礎知識

ｃ 消火に関する 基礎知識

７ ～９ 危険物の性質並びにその火災予防及び消火方法 有識者等
ａ 第４ 類危険物以外の危険物の概論
ｂ 第４ 類危険物の概論

10～14 危険物に関する 法令
ａ 消防法
ｂ 危険物の規制に関する 政令
ｃ 危険物の規制に関する 規則

15 試験 営大職員

教科書、 参考図書等 教科書： 乙４ 類危険物取扱者受験教科書（ 向学院）、 コ ミ ッ ク 乙４
合格物語（ ユニバース ・ リ サーチ）

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲
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専門共通科目： 選択科目

科目名 基礎ゼミ ナール（ 演習） 履修区分 選択

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 農業の基礎知識を 習得さ せる と と も に、 農業技術検定３ 級又は２ 級の取得を
目指す。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

２ １ ～14 作物、 野菜・ 花き 、 果樹、 畜産、 農産物の加工 中島 優太～

農業機械・ 農業施設、 農業経営・ 農業と く ら し ・ 模擬演習
３

15 試験

教科書 教 科 書： 講師作成資料
参考図書等 参考図書： 日本農業技術検定２ 級テキス ト （ 全国農業高等学校長協会）、

日本農業技術検定 過去問題集（ ２ 級、 ３ 級）（ 日本農業技術
検定協会）

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲

専門共通科目： 選択科目

科目名 農業機械操作Ⅱ【 けん引】（ 実習） 履修区分 選択

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 ４ ５

指導のねら い 農業機械における けん引作業機の構造・ 機能・ 作業安全等に関する 専門的な

知識・ 技能について理解さ せ、 けん引免許（ 農耕車用） を取得さ せる 。

月 校時 演習内容 担当者名

４ １ ～２ けん引直進後退練習 佐藤 武～

中島 優太
５ ３ ～４ 基本運転操作練習Ⅰ

５ ～６ 基本運転操作練習Ⅱ

７ ～11 コ ース 運転練習

12～15 実技試験

16～19 コ ース 運転練習

20～23 技能試験（ 青森県運転免許センタ ー）

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 実技試験、 学習態度、 学習意欲
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３ 専攻科目

専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 植物病理（ 講義・ 実験演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ２ 時間数 １ ５ ・ ３ ０

指導のねら い 畑作・ 野菜・ 花き 栽培において発生する 病害の基礎的な事項について理解さ
せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～６ 植物の病気 荒井 茂充～

病原の種類と 性質
12 病気の診断方法

病気の発生生態
病気の防除

７ ～８ 水稲 県産業技術センタ ー
（ 農林総合研究所）

９ ～12 野菜 県産業技術センタ ー
（ 野菜研究所）

13～23 畑作、 ほ場での病害診断及び防除 営大職員

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート 、 学習態度、 学習意欲

専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 作物昆虫（ 講義・ 実験演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ２ 時間数 １ ５ ・ ３ ０

指導のねら い 畑作・ 野菜・ 花き 栽培において発生する 害虫の基礎的な事項について理解さ
せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

６ １ ～２ 水稲、 畑作 県産業技術センタ ー～

（ 農林総合研究所）
12

３ ～６ 野菜 県産業技術センタ ー
（ 野菜研究所）

７ ～23 害虫の生物的特性 営大職員
害虫の発生と 診断
作物保護と 農薬等によ る 害虫の防除
畑作、 ほ場での虫害診断及び防除

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート 、 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 野菜園芸学（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 果菜類・ 葉菜類及び根菜類の形態・ 生理的特性等についての基礎知識の習得
と 理解を深める 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 野菜園芸の動向 出町 友玲～

ａ 消費動向 ｂ 生産動向 ｃ 価格動向
10

２ 野菜の用途
ａ 消費形態と 産業形態 ｂ 野菜の加工と 用途

３ ～４ 野菜の鮮度保持
ａ 鮮度保持の概念と 各種障害 ｂ 鮮度保持技術

５ ～６ 野菜の花芽分化
ａ 果菜類の花芽分化 ｂ 花芽分化と 抽だい
ｃ 花芽分化と 日長 ｄ 花芽分化と 低温要求

７ 野菜の作型

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料、 野菜（ 実教出版）

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲、 レ ポート

専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 野菜園芸各論（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 ３ 時間数 ４ ５

指導のねら い 果菜類・ 葉菜類及び根菜類の生理・ 生態、 栽培法に関する 基礎知識を 習得さ
せる 。 ま た、 本県野菜の生産概況と 生産・ 経営上の課題について理解さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

９ １ ～７ 果菜類（ ト マト ､き ゅ う り ､いちごなど ） 成田 治～

伊藤 和彦
３ ８ ～12 葉茎菜類（ キャ ベツ 、 ブロ ッ コ リ ー、 アス パラ ガス など ） 出町 友玲

助川 日菜
13～18 根菜類（ ながいも 、 ごぼう 、 だいこ んなど ）

19～22 ネギ類（ にんにく 、 ねぎなど ）

23 試験

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料
参考図書： やさ い栽培の手引き （ 青森県）、 新野菜つく り の実際【 果菜

Ⅰ、 果菜Ⅱ、 葉菜、 根茎菜】（ 農村漁村文化協会）

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 花き 園芸学（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 花き の具体的な栽培法と 関連づけ、 花き の分類や花き の構造、 生理・ 生態と
それを 利用し た開花調節技術、 貯蔵や病害虫防除の基本について理解さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 花き 生産の現状 成田 治～

種類と 分類
９ 助川 日菜

２ 産地形成の条件と 生産形態
花き の形態と 構造

３ 繁殖
ａ 種子繁殖 ｂ 栄養繁殖 ｃ 組織培養

４ 生育と 開花調節
ａ 発育相 ｂ 休眠 ｃ ロ ゼッ ト ｄ 幼若性
ｅ 花芽分化 ｆ バーナリ ゼーショ ン ｇ 花熟

５ 生育と 開花調節
ａ 温度によ る 開花調節 ｂ 日長処理によ る 開花調節
ｃ DI Fによ る 草丈の調節 ｄ 生長調節物質によ る 生育・ 開花調節

６ 花き の栽培管理、 病害虫と 防除

７ 花き の鮮度保持と 貯蔵

８ 試験

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料、 草花（ 実教出版）
参考図書： 花卉園芸総論（ 養賢堂）

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲、 レ ポート

専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 花き 園芸各論（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 花き それぞれの具体的な生理・ 生態と 、 それを利用し た開花調節技術、 産地
の状況について理解さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

10 １ ～２ き く 、 ト ルコ ギキョ ウ（ 生理・ 生態、 分類、 作型、 開花調節方法） 成田 治～

２ ３ シク ラ メ ン（ 生理・ 生態、 作型、 栽培管理） 助川 日菜

４ バラ （ 生理・ 生態、 作型、 栽培管理）

５ ゆり 類（ 生理・ 生態、 作型、 球根貯蔵）

６ カン パニュ ラ ・ アルス ト ロ メ リ ア（ 生理・ 生態、作型、栽培管理）

７ デルフ ィ ニウ ム（ 生理・ 生態、 作型、 栽培管理）

８ 試験

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料、 草花（ 実教出版）
参考図書： 花卉園芸総論（ 養賢堂）、 青森県花き 栽培の手引き

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 稲作各論（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 稲作経営の特徴と 、 水稲の生理生態及び米の流通についての基礎的な知識を
習得する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 稲の原種と 日本の稲 成田 治～

米の消費量と 品種
９ 米の流通

２ 青森県の主な品種と 育種方向
稲の生育相と 主な生理生態
青森県の冷害

３ 育苗管理
塩水選と 種子消毒
稚苗、 中苗、 成苗の播種量、 育苗日数及び目標葉齢
温度管理

４ 本田管理と 生育ス テージ
水管理の基本
基肥及び追肥
田植え～穂首分化期
幼穂形成期～出穂・ 開花期
登熟期～収穫期

５ 主要雑草の防除法及び見分け方

６ 雑草及び病害虫防除
育苗中の病害虫
本田における 病害と 防除法、 虫害と 防除法

７ 営大における 稲作
高密度播種苗移植栽培
ド ロ ーン活用、 自動調整機能によ る 水管理

８ 筆記試験

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料、 作物（ 実教出版）、
参考図書： 稲作改善指導要領（ 青森県）

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 野菜・ 花き 園芸ゼミ ナール（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 ３ 時間数 ４ ５

指導のねら い 地域及び自家の農業経営が抱える 生産及び流通上の問題点を把握し 、 その解

決方法をプロ ジェ ク ト 課題と し て認識さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～２ プロ ジェ ク ト 設計検討会（ ２ 学年） 聴講 成田 治～

伊藤 和彦

３ ３ ～６ プロ ジェ ク ト 学習の進め方 出町 友玲

助川 日菜

７ プロ ジェ ク ト 学習公開補助

８ 我が家の農業経営調査方法について

（ データ 収集は夏季休業中に行う ）

９ ～10 我が家の農業経営データ 整理

11 我が家の農業経営分析方法について

12～13 我が家の農業経営分析

14～15 我が家の農業経営上の問題点抽出

16 プロ ジェ ク ト 学習課題の設定について

17 プロ ジェ ク ト 学習実施計画作成

18～19 プロ ジェ ク ト 学習計画作成

20 プロ ジェ ク ト 学習実施計画課内検討

21 プロ ジェ ク ト 学習計画修正

22 プロ ジェ ク ト 学習実施計画検討

23 プロ ジェ ク ト 学習実施計画成案作成

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 野菜・ 花き 園芸ゼミ ナール（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 設定し たプロ ジェ ク ト 学習課題の遂行上の問題点の把握と 対応、 調査データ
の収集・ 分析方法について学習する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～４ プロ ジェ ク ト 設計検討会報告・ 聴講 成田 治～

伊藤 和彦
12 ５ プロ ジェ ク ト 学習遂行上の問題点整理 出町 友玲

助川 日菜
６ プロ ジェ ク ト 学習調査データ 整理について

７ プロ ジェ ク ト 学習成果取り ま と め方法について

８ プロ ジェ ク ト 学習発表方法について

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲

専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 野菜・ 花き 園芸ゼミ ナール（ 実験演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 設定し たプロ ジェ ク ト 学習課題を遂行する ための、 調査・ 化学分析手法及
び担当作物の生育状況を 把握する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 担当作物の調査方法（ 施設栽培作物） 成田 治～

伊藤 和彦
１ ２ 作物・ 土壌の化学分析方法 出町 友玲

助川 日菜
３ ～４ 圃場巡回時学習（ 施設野菜・ 花き の生育診断、 病害虫診断）

５ 担当作物の調査方法（ 露地栽培作物）

６ プロ ジェ ク ト 学習実施内容公開

７ 圃場巡回時学習（ 露地野菜の生育診断・ 病害虫診断）

８ 〃 （ 野菜・ 花き の収穫適期診断）

９ ～13 プロ ジェ ク ト 学習成果取り ま と め

14～15 プロ ジェ ク ト 学習成果課内検討、 校内発表会

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 作物育種（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 野菜及び花き における 品種のも つ意義と その育種方法について具体的事例を
示し ながら その理論と 実際の手法を 習得する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ メ ンデルの法則と 育種 伊藤 和彦～

遺伝と はなにか、 優性の法則、 独立の法則、 分離の法則
８ 雑種第一代と 雑種強勢、 遺伝子型と 表現型

品種と 育種目標
品種の定義、 育種の定義

２ 品種と 育種目標
育種目標、 育種過程と 選択及び淘汰

野菜の繁殖様式
自家受精、 他家受精
自家不和合性、 雄性不稔、 栄養繁殖

３ 育種方法
分離育種法、 交雑育種法、 突然変異育種法

４ 育種方法
交雑が困難な場合の育種法、 胚、 子房培養及び細胞融合、
遺伝子組み換え

作物別育種方向と 育種方法
青森県の主力野菜の育種方向、 ながいも 、 にんにく 、 ト マト 等
自分のプロ ジェ ク ト 作物の育種方向

５ 花き のラ イ フ サイ ク ルと 育種の役割
日本の花き 育種の現状と 課題

６ 花き 育種の目的
遺伝資源収集と 保存
育種方法

交雑育種、 分離育種、 突然変異育種

７ 花の育種の現状と 課題
花の育種目的と 方向
種苗法によ る 新品種の保護

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畑作園芸課程

科目名 農家実習（ 講義・ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 １ ５ ・ ９ ０

指導のねら い 技術的、 経営的に優れた農業者等のも と に派遣し 、 生活体験を 通じ て実践的

な技術や経営に対する 考え方等を 学び、 将来の農業経営等に役立てる 。

月 校時 講義内容 実習内容 担当者名

６ １ ～２ 実習に係る 事前打合せ 営大職員・

派遣先市町村の主要農畜

９ 産物等に関する 調査

３ ～４ 農家実習説明会

５ ～49 受入農家の営農計画に沿っ た実習 受入農家等

及び生活体験、 実習日誌の記録

50～53 農家実習報告会、 営大職員

実習レ ポート ・ 礼状作成

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 実習日誌、 実習報告会、 受入農家評価等

専攻科目： 畑作園芸課程

科目名 卒業論文（ 演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 ９ ０

指導のねら い ２ 年間の実践学習の成果を 取り ま と める こ と で、将来の営農計画の参考と する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

12 １ ～45 卒業論文取り ま と め 成田 治～

伊藤 和彦

２ 出町 友玲

助川 日菜

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畑作園芸課程： 野菜

科目名 野菜園芸栽培【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ １ 時間数 ４ ９ ５

指導のねら い プロ ジェ ク ト 学習によ る 野菜園芸経営の実践と 課題解決の実践を 通じ て栽培

技術、 経営管理能力、 課題解決方法について学習する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～248 野菜・ 水稲の栽培・ 調査研究・ 販売実践、 成田 治～

播種、 育苗管理、 接ぎ木、 耕耘、 施肥、 畦立て、 マルチング、 伊藤 和彦

12 定植、 かん水、 追肥、 培土、 人工授粉、 支柱・ ネッ ト 張り 、 出町 友玲

摘果、 防除、 生育調査、 土壌管理、 収穫、 収量調査、 出荷調製、 助川 日菜

出荷、 経済性調査、 直売所での対面販売、 栽培履歴の記帳

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 畑作園芸課程： 野菜

科目名 野菜園芸栽培【 専攻実習】（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 ４ ５

指導のねら い 施設・ 露地野菜及び水稲栽培を 通じ て、 栽培・ 経営上の問題点を 把握する と
と も に、 プロ ジェ ク ト 学習課題を 設定・ 実践し 、 課題解決方法について学習す
る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 担当作物の調査方法等について、 ハウ ス 管理について 成田 治～

伊藤 和彦
12 ２ 野菜育苗の意義・ 育苗管理、 ながいも 植え付けの注意点 出町 友玲

助川 日菜
３ ト マト のホルモン処理について（ 野菜・ 花苗販売実習）

４ ト マト ・ なす・ ピ ーマン・ ねぎ定植、 水稲田植えの注意点

５ 簡易被覆、 マルチの効果、 ねぎの培土と 効果

６ 野菜の生育診断について、 露地野菜防除の注意点

７ 新し い育苗方式（ セル苗）、 にんにく の収穫・ 乾燥方法

８ キャ ベツ 、 はく さ いの播種・ 育苗（ 野菜・ 花販売実習）

９ ト マト ・ なす・ ピ ーマンの収穫の方法・ 整枝方法

10 直売所出荷の規格・ 包装、 販売実習での接客マナー

11 水稲の水管理・ 幼穂形成

12 だいこ ん播種、 はく さ い定植の注意点、 緑肥の効果

13 にんじ んの収穫の注意点（ 野菜・ 花販売実習）

14 にんにく の植え付け方法、 緑肥の効果

15 いちごの花芽分化と 定植時期

16 野菜の出荷調製方法・ 貯蔵

17 有機農産物の栽培、 稲刈り の注意点（ 野菜・ 花販売実習）

18 業務用野菜栽培と 需要

19 だいこ ん、 ねぎの収穫方法

20 はく さ い、 キャ ベツ の収穫適期（ 野菜・ 花販売実習）

21 ながいも の収穫（ 野菜・ 花販売実習）

22 ハウ ス の土壌消毒について、 野菜の新品種について

23 養液栽培と 養液土耕

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畑作園芸課程： 花き

科目名 花き 園芸栽培【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ １ 時間数 ４ ９ ５

指導のねら い プロ ジェ ク ト 学習によ る 花き 園芸経営の実践と 課題解決の実践を 通じ て栽培

技術、 経営管理能力、 課題解決方法について学習する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～248 花き の栽培・ 販売実践 成田 治～

播種、 育苗管理、 耕耘、 施肥、 畦立て、 マルチング、 定植、

12 かん水、 鉢上げ、 支柱・ ネッ ト 張り 、 追肥、 挿し 芽、 助川 日菜

わき 芽かき 、 防除、 土壌管理、 生育調査、 収穫、 収量調査、

出荷調製、 出荷、 直売所での対面販売、 栽培履歴の記帳、

経済性調査

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畑作園芸課程： 花き

科目名 花き 園芸栽培【 専攻実習】（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 ４ ５

指導のねら い 花き 栽培を通じ て、 栽培・ 経営上の問題点を 把握する と と も に、 プロ ジェ ク
ト 学習課題を設定し 、 課題解決方法について学習する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 担当作物の調査方法、 ハウ ス 管理について 成田 治～

12 ２ ト ルコ ギキョ ウ の播種・ 栽培について 助川 日菜

３ 花壇の作り 方について（ 野菜・ 花苗販売実習）

４ 育苗管理について

５ 宿根草の栽培について

６ プリ ムラ の栽培について

７ 花き の農薬の取扱いについて

８ チッ プバーンの発生について（ 野菜・ 花き 販売実習）

９ 青森県の花き 産業について

10 サイ ネリ アの栽培について

11 き く の収穫について

12 き く の採穂について

13 リ ン ド ウ の栽培について

14 土壌消毒の方法と 実際

15 デルフ ィ ニウ ムの種類と 栽培

16 花市場の仕組みと 販売方法について

17 ト ルコ ギキョ ウ の収穫について （ 野菜・ 花き 販売実習）

18 ト ルコ ギキョ ウ の出荷調製について

19 苗も のについて

20 切り 花経営と 鉢花経営の違いについて（ 野菜・ 花き 販売実習）

21 育苗培土の作り 方（ 野菜・ 花販売実習）

22 プリ ムラ の出荷方法について

23 養液栽培の種類について

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畑作園芸課程： 共通

科目名 野菜・ 花き 園芸栽培【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ ３ 時間数 ５ ８ ５

指導のねら い 野菜、 水稲及び花き の生理・ 生態を理解する と と も に、 栽培技術及び生産物
の販売について学習する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～293 野菜・ 水稲及び花き の栽培・ 販売実践 成田 治～

播種、 育苗管理、 接ぎ木、 耕耘、 施肥、 畦立て、 マルチング、 伊藤 和彦
３ 定植、 追肥、 かん水、 鉢上げ、 培土、 人工授粉、 支柱・ ネッ ト 出町 友玲

張り 、 挿し 芽、 わき 芽かき 、 摘果、 防除、 土壌管理、 収穫、 助川 日菜
出荷調製、 出荷、 直売所での対面販売、 栽培履歴の記帳

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲

専攻科目： 畑作園芸課程： ６ 次産業化コ ース

科目名 野菜・ 花き 園芸栽培【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ５ 時間数 ２ ２ ５

指導のねら い 野菜・ 花き 園芸経営に必要と なる 栽培技術、 経営管理能力、 課題解決方法に
ついて学習する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～113 野菜・ 水稲及び花き の栽培・ 調査研究・ 販売実践、 成田 治～

播種、 育苗管理、 接ぎ木、 耕耘、 施肥、 畦立て、 マルチング、 伊藤 和彦
12 定植、 かん水、 鉢上げ、 追肥、 培土、 人工授粉、 支柱・ ネッ ト 出町 友玲

張り 、 挿し 芽、 わき 芽かき 、 摘果、 防除、 生育調査、 土壌管理、 助川 日菜
収穫、 収量調査、 出荷調製、 出荷、 経済性調査、 直売所での対
面販売、 栽培履歴の記帳

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 果樹課程： 共通

科目名 植物病理（ 講義・ 実験演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ２ 時間数 １ ５ ・ ３ ０

指導のねら い 果樹の主要病害の発生生態及び被害の状況を 理解し 、 現場における 診断方法
及び適切な防除法を 習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～６ 植物の病気 荒井 茂充～

病原の種類と 性質
12 病気の診断方法

病気の発生生態
病気の防除

７ ～10 り んご
県産業技術センタ ー
( り んご研究所）

11～12 一般果樹
県産業技術センタ ー

( 県南果樹部）

13～23 ほ場における 病害診断及び防除 営大職員

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料
参考図書： り んご園の病害虫手帳（ 青森県り んご協会）、 り んご生産指

導要項（ 青森県り んご 協会）

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート 、 学習態度、 学習意欲

専攻科目： 果樹課程： 共通

科目名 作物昆虫（ 講義・ 実験演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ２ 時間数 １ ５ ・ ３ ０

指導のねら い 果樹の主要害虫の発生生態及び被害の状況を 理解し 、 現場における 診断方法
及び適切な防除法を 習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

６
１ ～４ り んご

県産業技術センタ ー～

( り んご研究所）
12

５ ～６ 一般果樹
県産業技術センタ ー

( 県南果樹部）

７ ～23 害虫の生物的特性 営大職員
害虫の発生と 診断
作物保護と 農薬等によ る 害虫の防除
ほ場における 虫害診断及び防除

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料
参考図書： り んご園の病害虫手帳（ 青森県り んご 協会）、 り んご 生産指

導要項（ 青森県り んご 協会）

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート 、 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 果樹課程： 共通

科目名 果樹園芸学（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い り んご及び一般果樹の生理・ 生態等に関する 基礎知識を習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 果樹の種類 土嶺 康憲～

２ 果樹の栽培適地 上原子 毅
７ ３ 果樹園の開設 乙部 基

４ 苗木の生産
５ 果樹の一年及び花芽形成の促進

６ ～８ 果樹の一年間の生長の動き と 管理
９ ～10 整枝・ せん定
11～12 土壌管理、 かん水及び施肥
13～14 施設栽培

15 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 新版図集 果樹栽培の基礎知識（ 農山漁村文化協会）

成績評価の方法 筆記試験

専攻科目： 果樹課程： 共通

科目名 果樹園芸各論（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 ５ 時間数 ７ ５

指導のねら い り んご及び一般果樹の栽培・ 経営等に関する 基礎知識を習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

８ １ 果実の消費と 販売・ 流通 土嶺 康憲～

上原子 毅
３ ２ ～32 栽培各論（ 経営上の特徴､品種､結実管理､生理障害､病害虫防除､ 乙部 基

収穫・ 貯蔵）
ａ り んご（ ４ ～12月ま で） の栽培管理、 高密植わい化栽培
ｂ ぶど う 、 おう と う 、 西洋なし 、 日本なし 、 も も 、 う め・ あん

ず、 ブルーベリ ー・ カシス の栽培管理

33～37 整枝・ せん定（ 目的、 仕立て方の種類、 せん定用語、 方法）

38 試験

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料
参考図書： 新り んご 作り １ ２ か月（ 青森県り んご試験場園生会）、 り ん

ご生産指導要項（ 青森県り んご協会）、 わい化樹の仕立て方
（ 青森県り んご協会）、 特産果樹栽培指導要項（ 青森県）

成績評価の方法 筆記試験
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専攻科目： 果樹課程： 共通

科目名 り んご・ 一般果樹ゼミ ナール（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 ３ 時間数 ４ ５

指導のねら い ２ 年次のプロ ジェ ク ト 学習課題遂行のため基礎知識を習得し 、 具体的な課題

の設定方法について学習する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～23 プロ ジェ ク ト 設計検討会( ２ 学年) 聴講 土嶺 康憲～

上原子 毅

３ 生態を 基準にし た病害虫防除 乙部 基

改植、 接木等によ る 園地の充実

訪花昆虫と 人手受粉

摘果と 着果量

樹勢の判断

２ 年生のプロ ジェ ク ト 課題解説

プロ ジェ ク ト に関する 意向整理

果実の着色管理

果実熟度の進行と 収穫適期

等級別選果と 貯蔵

果実の外観品質と 食味

目標樹形に応じ た整枝と せん定

プロ ジェ ク ト 課題と 内容の仮決定

試験区と 調査項目の設定方法

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 果樹課程： 共通

科目名 り んご・ 一般果樹ゼミ ナール（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 設定し たプロ ジェ ク ト 学習課題の遂行上の問題点の把握と 対応、 調査データ
の収集・ 分析方法について学習する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ プロ ジェ ク ト 設計検討会報告・ 聴講 土嶺 康憲

～

２ 栽培作物管理上の問題点整理 上原子 毅

12 ３ プロ ジェ ク ト 学習中間取り ま と めについて 乙部 基

４ 中間検討及び今後の方向性の見直し について

５ 文献整理

６ 調査データ の整理と 多面的検討について

７ 経営的視点と 試験成績取り ま と め方法について

８ プロ ジェ ク ト 発表方法について

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲

専攻科目： 果樹課程： 共通

科目名 り んご・ 一般果樹ゼミ ナール（ 実験演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 設定し たプロ ジェ ク ト 学習課題を 遂行する ための、 調査・ 化学分析手法及び
担当作物の生育状況を把握する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 生態調査の方法（ 発芽、 展葉） 土嶺 康憲

～
２ 春期の病害虫診断及び防除法 上原子 毅

１ ３ 生態調査の方法（ 開花、 満開、 落花） 乙部 基

４ 開花結実調査の方法

５ 着果量及び果実肥大調査の方法

６ プロ ジェ ク ト 学習実施内容公開

７ 夏期の生育診断、 病害虫診断法

８ 果実熟度、 収穫適期診断の方法

９ 果実品質調査法

10 貯蔵条件及び追熟調査の方法

11 食味調査及びアンケート 実施方法

12 収穫後樹体調査の方法（ 幹周肥大量、 新梢伸長量、 花芽率）

13 調査データ のと り ま と め

14～15 プロ ジェ ク ト 学習成果課内検討、 校内発表会

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 果樹課程： 共通

科目名 果樹育種（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い り んごの品種の変遷と 育種方法及び種苗法等関連法規を理解さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 交雑育種と 突然変異 土嶺 康憲～

５ ２ 自家不和合性、 交雑和合性と ３ 倍体品種

３ り んご主要品種の栽培特性及び果実特性 今 智之

４ り んご育種方法、 品種の変遷

５ 海外のり んご事情

６ 海外のり んご育種と 栽培技術

７ 種苗法 土嶺 康憲

８ 試験

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料

参考図書： り んご生産指導要項（ 青森県り んご 協会）、 青森県のり んご

（ 青森県り んご協会）

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート
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専攻科目： 果樹課程

科目名 農家実習（ 講義・ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 １ ５ ・ ９ ０

指導のねら い 技術的、 経営的に優れた農家や農業法人等に派遣し 、 農作業や生活体験を通

じ て実践的な技術や経営に対する 考え方等を直に学び、農業観や職業観を養う 。

月 校時 講義内容 実習内容 担当者名

６ １ ～２ 実習に係る 事前打合せ 営大職員・

派遣先市町村の主要農畜

９ 産物等に関する 調査

３ ～４ 農家実習説明会

５ ～49 受入農家の営農計画に沿っ た実習 受入農家等

及び生活体験、 実習日誌の記録

50～53 農家実習報告会、 営大職員

実習レ ポート ・ 礼状作成

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 実習日誌、 実習報告会、 受入農家評価等

専攻科目： 果樹課程

科目名 卒業論文（ 演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 ９ ０

指導のねら い ２ 年間の実践学習の成果を 取り ま と める こ と で、将来の営農計画の参考と する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

12 １ ～45 卒業論文取り ま と め 土嶺 康憲～

上原子 毅

２ 乙部 基

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 果樹課程： り んご

科目名 り んご栽培【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ １ 時間数 ４ ９ ５

指導のねら い り んご栽培の一連の流れと 技術を 、 座学と 実習を通じ 習得さ せ、 自営者と し

ての資質向上を 図る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～248 り んごの栽培・ 販売実践・ プロ ジェ ク ト 学習 土嶺 康憲～

１ 年の生活周期と 主な作業内容、 園地管理、 施肥と 土壌管理、 上原子 毅

12 園地造成・ 改植、 わい化栽培と 普通栽培、 高密植わい化栽培、 乙部 基

病害虫防除、 機械を 活用し た防除と 安全操作、 樹体管理、 災害

対策、 授粉、 摘花・ 摘果、 着色管理、 生育調査、 生育観測、 気

象記録、 収穫、 収穫調査、 出荷調製、 出荷、 機械施設利用、 流

通加工、 プロ ジェ ク ト 学習ま と め、 プロ ジェ ク ト 研究評価、 直

売所での対面販売、 生産履歴の記帳

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料

参考図書： り んご生産指導要項（ 青森県り んご 協会）

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 果樹課程： り んご

科目名 り んご栽培【 専攻実習】（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 ４ ５

指導のねら い り んご栽培の一連の流れと 技術を 、 座学と 実習を通じ 習得さ せ、 自営者と し

ての資質向上を 図る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～２ 生育調査、 生育観測、 気象記録、 生産履歴、 ト レ ーサビ リ ティ 土嶺 康憲～

上原子 毅

12 ３ １ 年の生活周期と 主な作業内容、 園地管理の実際、 樹勢の違いに 乙部 基

よ る 施肥方法

４ ～５ 樹体管理、 生態と 観察方法、 品種ごと の摘果、 摘果方法

病害虫の見方と 防除方法

６ ～７ 品種ごと の摘花・ 摘果方法、 園地の造成・ 改植

病害虫の見方と 防除方法

８ ～９ 品種ごと の摘花・ 摘果方法、 病害虫の見方と 防除方法

10～11 摘花・ 摘果、 早生品種の着色管理

病害虫の見方と 防除方法

12～14 中生品種の着色管理、 早生品種の収穫・ 出荷調製、 機械施設利用

15～17 晩生品種の着色管理、 中生品種の収穫・ 出荷調製

18～20 晩生品種の着色管理、 晩生品種の収穫・ 出荷調製

21 り んごの流通と 加工

22～23 病害虫防除暦と 年間作業計画表の作成

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料

参考図書： り んご生産指導要項（ 青森県り んご 協会）

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 果樹課程： 一般果樹

科目名 一般果樹栽培【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ １ 時間数 ４ ９ ５

指導のねら い 一般果樹の生理・ 生態に合わせた適期作業及び販売を意識し た果実品質管理

法を習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～248 一般果樹の栽培・ 販売実践・ プロ ジェ ク ト 学習 土嶺 康憲～

定植、 施肥、 接ぎ木、 挿し 木、 摘蕾、 摘花、 人工授粉、 摘果、 上原子 毅

12 摘心、 防除、 生育調査、 除草、 徒長枝整理、 着色管理、 収穫、 乙部 基

収量調査、 選別、 出荷、 経済性調査、 鳥獣害対策、 気象災害対

策、 整枝せん定、 直売所での対面販売、 栽培履歴の記帳

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料

参考図書： 特産果樹栽培指導要項（ 青森県）

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 果樹課程： 一般果樹

科目名 一般果樹栽培【 専攻実習】（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 ４ ５

指導のねら い 一般果樹の生理・ 生態に合わせた適期作業及び販売を意識し た果実品質管理
法を習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ 一般果樹の調査方法等について 土嶺 康憲～

上原子 毅
12 ２ ぶど う の無加温ハウ ス 栽培について 乙部 基

３ 一般果樹の病害虫防除について（ 防除暦の検討）

４ おう と う の毛ばたき 授粉について

５ なし の摘蕾・ 摘花について

６ ぶど う の摘芽・ 摘梢について

７ おう と う 、 なし 、 も も の摘果について

８ おう と う の裂果防止対策について

９ ぶど う のジベレ リ ン処理について

10 ぶど う の新梢誘引、 摘心、 花穂の整形について

11 おう と う の収穫・ 出荷調製の注意点

12 ブルーベリ ーの収穫・ 出荷調製の注意点

13 も も の収穫・ 出荷調製の注意点

14 徒長枝整理の方法について

15 直売所出荷の規格・ 包装、 販売実習での接客マナー

16 生理障害と その対策

17 ぶど う の収穫・ 出荷調製の注意点

18 日本なし の収穫・ 出荷調製の注意点

19 西洋なし の収穫適期の判定方法について

20 西洋なし の予冷・ 出荷調製・ 追熟方法について

21 一般果樹の施肥について

22～23 一般果樹の整枝せん定法について

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料
参考図書： 特産果樹栽培指導要項（ 青森県）

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 果樹課程： 共通

科目名 り んご・ 一般果樹栽培【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ ３ 時間数 ５ ８ ５

指導のねら い り んご・ 一般果樹栽培の一連の流れと 技術を 、 座学と 実習を通じ 習得さ せ、

自営者と し ての資質向上を 図る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～293 ＜り んご栽培＞ 土嶺 康憲～

１ 年の生活周期と 主な作業内容、 園地管理、 施肥と 土壌管理、 上原子 毅

３ 園地造成・ 改植、 わい化栽培と 普通栽培、 高密植わい化栽培、 乙部 基

病害虫防除、 災害対策、 樹体管理、 授粉、 摘花・ 摘果、 栽培と

気象、 生育調査、 生育観測、 気象記録、 収穫・ 出荷調製、 機械

施設利用、 流通加工、 生産履歴の記帳

＜一般果樹栽培＞

一般果樹の栽培・ 販売実践

定植、 施肥、 接ぎ木、 挿し 木、 摘蕾、 摘花、 人工授粉、 摘果、

摘心、 防除、 除草、 徒長枝整理、 着色管理、 収穫、 選別、 出荷､

鳥獣害対策、 気象災害対策、 整枝せん定、 直売所での対面販売､

栽培履歴の記帳

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料

参考図書： り んご生産指導要項（ 青森県り んご 協会）、 特産果樹栽培指

導要項（ 青森県）、 新版図集 果樹栽培の基礎知識（ 農山漁村

文化協会）

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 実技
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専攻科目： 果樹課程： ６ 次産業化コ ース

科目名 り んご・ 一般果樹栽培【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ５ 時間数 ２ ２ ５

指導のねら い り んご・ 一般果樹栽培の一連の流れと 技術を 、 座学と 実習を通じ 習得さ せ、

自営者と し ての資質向上を 図る 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～113 ＜り んご栽培＞ 土嶺 康憲～

１ 年の生活周期と 主な作業内容、 園地管理、 施肥と 土壌管理、 上原子 毅

12 園地造成・ 改植、 わい化栽培と 普通栽培、 病害虫防除、 機械を 乙部 基

活用し た防除と 安全操作、 樹体管理、 授粉、 摘花・ 摘果、 着色

管理、 生育調査、 生育観測、 気象記録、 収穫・ 出荷調製、 機械

施設利用、 流通加工、 生産履歴の記帳

＜一般果樹栽培＞

一般果樹の栽培・ 販売実践

定植、 施肥、 接ぎ木、 挿し 木、 摘蕾、 摘花、 人工授粉、 摘果、

摘心、 防除、 生育調査、 除草、 徒長枝整理、 着色管理、 収穫、

収量調査、 選別、 出荷、 経済性調査、 鳥獣害対策、 気象災害対

策、 整枝せん定、 直売所での対面販売、 栽培履歴の記帳

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料

参考図書： り んご生産指導要項（ 青森県り んご 協会）、 特産果樹栽培指

導要項（ 青森県）

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 家畜繁殖（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 生産性向上のための家畜繁殖に関する 理論を 学び、 家畜人工授精の基礎を習

得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～２ 生殖器の形態と 機能 三浦 弘～

１ ３ ～４ 繁殖機能に係わる ホルモン種類と 作用

５ ～６ 雌の繁殖生理： 繁殖周期と 性成熟、 発情期に伴う 生殖器及び行動

の変化）

７ ～８ 雄の繁殖生理 神谷 裕子

（ 造精機能と 射精の機序、 精液量及び精子数並びに精液の理化学

的性状、 精子の形態及び構造、 精液性状に影響する 要因）

９ ～10 交配・ 受精・ 着床

（ 受精及び受精卵の発育、 雌生殖道内における 精子及び卵子の移

動並びにその機能の変化、 受精（ 交配） 適期）

11 生殖工学

12～13 妊娠と 分娩 三浦 弘

14～15 繁殖障害の概念及び原因

教科書、 参考図書等 教 科 書： 講師作成資料

参考図書： 家畜人工授精講習会テキス ト （ 日本家畜人工授精師協会）

畜産指導要項（ 青森県）

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート 、 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 飼料作物（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 飼料作物の種類、 その栽培・ 利用法について理解さ せる と と も に、 適正な土
壌改良・ 維持管理に関する 知識を 習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～３ 飼料作物の種類及び特徴、 収量調査方法、 作業機械 神谷 裕子～

８ ４ ～６ 牧草適草種、 品種選定と 混播組合せ、 草地更新等

７ 全体総括

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 草地・ 飼料作物の生産と 利用（ 青森県）、 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 小テス ト

専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 家畜衛生( 講義) 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 畜産における 家畜衛生の重要性を 理解さ せ、 適正な家畜の衛生管理技術を習
得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～５ 環境と 衛生、 疫病の予防と 対策、 家畜の主要な感染症 営大職員～

10 ６ ～12 環境と 衛生、 疫病の予防と 対策、 家畜の主要な感染症、 担当職員
農場ＨＡ Ｃ Ｃ Ｐ ( 各家畜保健衛生所)

13～14 全体総括 営大職員

15 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 家畜衛生ハンド ブッ ク （ 養賢堂）、 ラ イ フ ス テージでみる 牛の
管理（ 緑書房）、 乳牛の疾病・ 予防・ 治療・ 看護療法（ デーリ
ィ ジャ パン 社）、 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲、 レ ポート 、 小テス ト
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専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 家畜生理（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 家畜の生理生態について理解さ せ、 生産管理に必要な基礎知識を 習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

10 担当職員～

１ 産肉生理 （ 畜産研究所和牛
１ 改良技術部）

２ ～７ 泌乳生理、 内分泌、 代謝・ 成長、 血液・ 循環、 免疫機能、 神経系 中村 夏奈
の機能、 感覚・ 採食調節、 呼吸・ 体温調節

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 畜産指導要項（ 青森県）、体のし く みと はたら き 図鑑（ 創元社）、
講師作成資料、 畜産ｅ ラ ーニング動画

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲、 レ ポート 、 小テス ト

専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 家畜栄養（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 家畜飼養に必要な飼料の栄養価、家畜の消化吸収及び代謝について習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～２ 栄養の基本 神谷 裕子～

１ ３ ～４ 牛における 消化及び吸収の仕組、 給与飼料計算 担当職員
（ 畜産協会）

５ ～７ 乳牛と 肉牛の違い、 飼料成分分析項目、 飼料の種類、 飼料成分と
乳成分

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 家畜人工授精講習会テキス ト （ 日本家畜人工授精師協会）、 獣
医師のための飼料入門（ 緑書房）、 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート
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専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 家畜解剖（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 家畜の体の構造と 各器官の機能について習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～14 発生、 細胞と 組織 中村 夏奈～

外皮、 運動器官

10 内臓、 循環、 神経と 感覚器

15 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 家畜の生体機構（ 文永堂出版）、 牛の解剖アト ラ ス （ 緑書房）、

体の仕組と はたら き 図鑑（ 創元社）、 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲、 レ ポート 、 小テス ト

専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 家畜解剖（ 実験演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 家畜の体の構造と 各器官の機能について習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～14 生殖器の形態及び機能 神谷 裕子～

精子及び卵子の形成

８ 家畜・ 実験動物の解剖

生殖器の解剖

と 畜場見学

15 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 家畜人工授精講習会テキス ト （ 日本家畜人工授精師協会）、 牛

の解剖ア ト ラ ス （ 緑書房）、 家畜の生体機構（ 文永堂出版）、

講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 学習態度、 学習意欲、 レ ポート 、 小テス ト

69



専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 家畜飼養管理（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 家畜飼養に必要な基礎知識と 管理の要点について理解さ せ、 基本的な飼養管
理技術を習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４
１ ～６ 飼養管理の基本、 飼養管理施設の種類（ 乳用牛、 肉用牛、 鶏）

担当職員～

（ 畜産研究所）
11

７ ～10 一般的飼養管理方法 神谷 裕子

11～13 家畜の登録、 審査

14 全体総括

15 試験

教科書： 図集 家畜飼育の基礎知識（ 農山漁村文化協会）、 家畜人工授精
教科書、 参考図書等 講習会テキス ト （ 日本家畜人工授精師協会）、 畜産指導要領（ 青

森県）

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート

専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 家畜飼養管理（ 実習） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 ４ ５

指導のねら い 家畜飼養に必要な基礎知識と 管理の要点について理解さ せ、 基本的な飼養管
理技術を習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

12 １ ～５ 家畜に及ぼす環境の影響 神谷 裕子～

中村 夏奈
２ ６ ～10 畜舎等家畜飼養施設の種類及び特性

11～16 一般的飼養管理方法

17～20 家畜の取扱い及び家畜の手入れ

21 畜舎等畜産施設の管理及び取扱い

22～23 飼料給与

教科書： 図集 家畜飼育の基礎知識（ 農山漁村文化協会）、 家畜人工授
教科書、 参考図書等 精講習会テキス ト （ 日本家畜人工授精師協会）、 畜産指導要領

（ 青森県）

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲

70



専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 畜産ゼミ ナール（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い プロ ジェ ク ト 学習課題遂行のため畜産経営で抱える 問題点を把握し 、 その解
決に向けた家畜飼養・ 調査計画を 立案さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～２ プロ ジェ ク ト 設計検討会聴講 神谷 裕子～

中村 夏奈
12 ３ ～４ 過去のプロ ジェ ク ト の分析

５ 論文の書き 方

６ ～７ プロ ジェ ク ト 課題設計の相互検討

８ レ ポート 作成

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲

専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 畜産ゼミ ナール（ 演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ２ 時間数 ６ ０

指導のねら い 畜産経営及び流通の特性を理解さ せ、 収益を 持続的・ 安定的に確保する ため
の要因と 経営計画の方法を 習得さ せる と と も に、 設定し たプロ ジェ ク ト 学習課
題の遂行上の問題点の把握と 対応、 調査データ の収集・ 分析方法について学習
する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～２ プロ ジェ ク ト 学習遂行上の問題点整理 神谷 裕子～

中村 夏奈
１ ３ ～10 畜産経営及び畜産物の流通・ 畜産物加工の現状調査

11～15 調査データ の整理及び中間検討

16～20 畜産物の分析

21～25 調査データ の整理と 試験成績取り ま と め

26～28 プロ ジェ ク ト 学習成果課内検討

29～30 プロ ジェ ク ト 学習成果校内発表会

教科書、 参考図書等 教科書： 畜産の動向（ 中央畜産協会）

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 畜産環境保全（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 畜産と 環境と の複雑な関わり を 理解し 、 環境に配慮し た畜産経営のために
必要な知識を習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～４ 畜産環境を巡る 情勢 神谷 裕子～

法律
11 家畜排せつ物の処理方法

５ ～６ 堆肥化処理の基本
畜種別堆肥の特徴と 利用

７ ～８ 現地見学（ 堆肥センタ ー、 畜産農家）

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料、畜産環境を めぐ る 情勢（ 農林水産省）、動画「 畜
産環境技術基礎講座」（ 畜産環境整備機構）

成績評価の方法 筆記試験、 レ ポート 、 学習態度

専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 家畜育種（ 講義） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 家畜育種の基礎理論と 育種方法及び能力の評価法について理解さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

９ １ ～３ 家畜の遺伝の原理、 基本 神谷 裕子～

12 ４ ～５ 家畜の選抜方法と その特徴 担当職員

（ 畜産協会）

６ ～７ 黒毛和種の育種と 改良

８ 試験

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験
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専攻科目： 畜産課程

科目名 農家実習（ 講義・ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 １ ５ ・ ９ ０

指導のねら い 技術的、 経営的に優れた農家や農業法人等に派遣し 、 農作業や生活体験を通

じ て実践的な技術や経営に対する 考え方等を直に学び、農業観や職業観を養う 。

月 校時 講義内容 実習内容 担当者名

６ １ ～２ 実習に係る 事前打合せ 営大職員・

派遣先市町村の主要農畜

９ 産物等に関する 調査

３ ～４ 農家実習説明会

５ ～49 受入農家の営農計画に沿っ た実習 受入農家等

及び生活体験、 実習日誌の記録

50～53 農家実習報告会、 営大職員

実習レ ポート ・ 礼状作成

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 実習日誌、 実習報告会、 受入農家評価等

専攻科目： 畜産課程

科目名 卒業論文（ 演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 ９ ０

指導のねら い ２ 年間の実践学習の成果を 取り ま と める こ と で、将来の営農計画の参考と する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

12 １ ～45 卒業論文取り ま と め 神谷 裕子～

中村 夏奈

２

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畜産課程： 共通

科目名 肉用牛・ 乳用牛飼養【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 １ 学年 単位数 １ ２ 時間数 ５ ４ ０

指導のねら い 牛の飼養・ 繁殖管理や機械操作など の実習を 通じ て、 乳用牛及び肉用牛の
特性を 理解さ せ、 家畜飼養管理技術を習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～234 １ 家畜及び飼料作物生産管理実習 神谷 裕子～

（ １ ） 乳用牛及び肉用牛の飼養管理 中村 夏奈
３ （ a） 生理 （ b） 衛生 （ c） 繁殖（ 発情発見、 直腸検査）

( d) 子牛、 育成牛、 肥育牛の飼養管理技術
（ e） 品種の違いによ る 飼養管理技術

235～256 ２ 酪農・ 肉用牛の経営研修
（ １ ） 流通加工、 販売研修
（ ２ ） 先進地、 関係機関等の視察研修

257～270 ３ 専門技術研修
（ １ ） 家畜審査（ 体測、 体型審査）
（ ２ ） 削蹄

教科書、 参考図書等 教科書： 酪農ハンド ブッ ク （ 養賢堂）、 日本飼養標準・ 乳牛（ 中央畜産
会）、 乳牛管理の基礎と 応用（ デーリ ィ ー・ ジャ パン 社）、 畜
産指導要領（ 青森県）、 日本飼養標準・ 肉用牛（ 中央畜産会）、
さ ら によ く なる 子牛生産（ 日本畜産振興会）、 も っと よ く なる
肥育管理（ 日本畜産振興会）、 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 実技試験、 レ ポート

専攻科目： 畜産課程： 畜産

科目名 肉用牛・ 乳用牛飼養【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ １ 時間数 ４ ９ ５

指導のねら い 牛の飼養・ 繁殖管理や機械操作など の実習を 通じ て、 乳用牛及び肉用牛の特
性を理解さ せ、 家畜飼養管理技術を 習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～248 酪農・ 肉用牛の経営 神谷 裕子～

乳用牛及び肉用牛の飼養管理 中村 夏奈
１ （ a） 生理 （ b） 衛生 （ c） 繁殖（ 発情発見、 直腸検査）

( d) 子牛、 育成牛、 肥育牛の飼養管理技術
（ e） 品種の違いによ る 飼養管理技術
乳用牛及び肉用牛の体型審査、 飼料作物と 草地管理、 流通加工
酪農・ 肉用牛の機械施設利用、 先進的農家等体験研修
先進地・ 関係機関等の視察研修

教科書、 参考図書等 教科書： 酪農ハン ド ブッ ク （ 養賢堂）、 日本飼養標準・ 乳牛（ 中央畜産
会）、 乳牛管理の基礎と 応用（ デーリ ィ ー・ ジャ パン 社）、 畜
産指導要領（ 青森県）、 日本飼養標準・ 肉用牛（ 中央畜産会）、
さ ら によ く なる 子牛生産（ 日本畜産振興会）、 も っ と よ く なる
肥育管理（ 日本畜産振興会）、 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 実技試験、 レ ポート
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専攻科目： 畜産課程： 畜産

科目名 肉用牛・ 乳用牛飼養【 専攻実習】（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 ４ ５

指導のねら い 牛の飼養・ 繁殖管理や機械操作など の実習の体験を 活かし て、 乳用牛及び肉
用牛の特性と 家畜飼養管理に関する 知識を習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～23 酪農・ 肉用牛の経営 神谷 裕子～

乳用牛及び肉用牛の飼養管理 中村 夏奈
１ （ a） 生理 （ b） 衛生 （ c） 繁殖（ 発情発見、 直腸検査）

( d) 子牛、 育成牛、 肥育牛の飼養管理技術
（ e） 品種の違いによ る 飼養管理技術
乳用牛及び肉用牛の体型審査
飼料作物と 草地管理
流通加工
酪農・ 肉用牛の機械施設利用
先進的農家等体験研修
先進地、 関係機関等の視察研修

教科書、 参考図書等 教科書： 酪農ハン ド ブッ ク （ 養賢堂）、 日本飼養標準・ 乳牛（ 中央畜産
会）、 乳牛管理の基礎と 応用（ デーリ ィ ー・ ジャ パン 社）、 畜
産指導要領（ 青森県）、 日本飼養標準・ 肉用牛（ 中央畜産会）、
さ ら によ く なる 子牛生産（ 日本畜産振興会）、 も っ と よ く なる
肥育管理（ 日本畜産振興会）、 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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専攻科目： 畜産課程： ６ 次産業化コ ース

科目名 肉用牛・ 乳用牛飼養【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ５ 時間数 ２ ２ ５

指導のねら い 牛の飼養・ 繁殖管理や機械操作など の実習を 通じ て、 乳用牛及び肉用牛の特
性を理解さ せ、 家畜飼養管理技術を 習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～113 酪農・ 肉用牛の経営 神谷 裕子～

乳用牛及び肉用牛の飼養管理 中村 夏奈
１ （ a） 生理 （ b） 衛生 （ c） 繁殖（ 発情発見、 直腸検査）

( d) 子牛、 育成牛、 肥育牛の飼養管理技術
（ e） 品種の違いによ る 飼養管理技術
乳用牛及び肉用牛の体型審査
飼料作物と 草地管理
酪農・ 肉用牛の機械施設利用
先進的農家等体験研修
先進地、 関係機関等の視察研修

教科書、 参考図書等 教科書： 酪農ハン ド ブッ ク （ 養賢堂）、 日本飼養標準・ 乳牛（ 中央畜産
会）、 乳牛管理の基礎と 応用（ デーリ ィ ー・ ジャ パン 社）、 畜
産指導要領（ 青森県）、 日本飼養標準・ 肉用牛（ 中央畜産会）、
さ ら によ く なる 子牛生産（ 日本畜産振興会）、 も っ と よ く なる
肥育管理（ 日本畜産振興会）、 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 実技試験、 レ ポート
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専攻科目： ６ 次産業化コ ース

科目名 マーケ テ ィ ン グ 論【 応用】（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ２ 時間数 ３ ０

指導のねら い 商品価値の高い売れる 加工品づく り に必要なマーケ ティ ン グ の考え 方や具

体的な手法を 、 実践活動を 通じ て体験的に習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ 年間活動計画作成（ テーマ及びス ケジュ ールの決定） 星野 康人～

11 ２ シーズ整理（ シーズ整理シート の作成）

３ ニーズ調査（ ２ 次データ （ 他者が調査し たデータ ） 等の収集）

４ ニーズ分析（ 未充足の強いニーズの抽出）

５ ～６ 商品コ ンセプト づく り （ コ ンセプト シート の作成）

７ 試作品の設計

８ 試作品の作成

９ 商品テス ト （ 試作品を 用いた会場テス ト ）

10 商品テス ト 結果の分析

11 価格設定の検討（ Ｐ Ｓ Ｍ分析、 原価計算）

12 表現コ ンセプト づく り （ ネーミ ング、 パッ ケージ、 ポッ プ等）

13 テス ト 販売（ 試食宣伝、 アン ケート 調査）

14 テス ト 販売の結果分析

15 成果発表

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 発表、 レ ポート 、 学習態度
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専攻科目： ６ 次産業化コ ース

科目名 フ ード シ ス テ ム と 食品流通（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 食品製造業、 食品小売業、 輸出ビ ジ ネ ス な ど 、 作っ た 商品を 消費者に届け る
仕組みに関する 知識を 習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ 食品加工産業 食品関連企 業、～

有識者等
11 ２ 食品製造業

３ 食品小売業

４ 食品輸出ビ ジ ネス

５ ～６ 直売、 ネ ッ ト 販売

７ 事例調査 営大職員

８ 成果発表

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料等

成績評価の方法 発表、 レ ポート 、 学習態度・ 意欲

専攻科目： ６ 次産業化コ ース

科目名 経営管理基礎（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 経営の模擬体験等を 通じ て 、 労務管理や原価計算な ど 、 経営管理に必要と な
る 基礎知識を 習得さ せる 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

６ １ 労働災害と 年金制度 髙地 豊人～

12 ２ 農産物加工の原価計算 山本 進

３ ～６ 体験型経営術実践 石倉 憲治

７ ～８ 模擬６ 次産業化 山田 貴弘

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料等

成績評価の方法 学習態度・ 意欲、 確認テス ト
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専攻科目： ６ 次産業化コ ース

科目名 食品加工・ 貯蔵学（ 講義・ 実験演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ２ 時間数 １ ５ ・ ３ ０

指導のねら い 地域農畜産物の機能性や特性を 生か し た 付加価値の高い加工品の生産に必要

な 、 加工・ 貯蔵技術を 習得さ せる 。

月 校時 講義内容 演習内容 担当者名

５ １ 食品の冷凍技術 担当職員～

（ 食品総合研究所）
11

２ 地域資源を 活用し た加工品づく り 担当職員
（ 下北ブラ ン ド 研究所）

３ ～８ 保存食品の製造・ 加工 担当職員
（ 農産物加工研究所）

９ ～10 醸造及び発酵食品 食品関連企業等、
有識者

11～14 醸造及び発酵食品の製造・ 加工 担当職員
（ 上北農産加工）

15～16 食品の機能性 営大職員

17～18 食品の機能性 関連団体

19～22 現地研修 営大職員

23 試験 営大職員

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料等

成績評価の方法 授業態度・ 意欲、 レ ポート 、 試験

専攻科目： ６ 次産業化コ ース

科目名 食品衛生学（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い ６ 次産業化に取り 組む際に必要と な る 食品衛生に関する 知識を 習得する と と

も に、「 食品衛生責任者」 の資格取得を 目指す。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～２ 食品衛生、 Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ 担当職員～

（ 上北保健所）
11

３ ～４ 食品微生物の検査手法 営大職員
（（ 一財） 青森県薬剤師会食と 水の検査セン タ ー視察）

５ ～８ 食品衛生責任者講習 関連団体

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料等

成績評価の方法 レ ポート 、 授業態度、 資格取得状況等
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専攻科目： ６ 次産業化コ ース

科目名 ６ 次産業化ゼミ ナール（ 講義） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 １ ５

指導のねら い 設定し たプロ ジェ ク ト 学習課題の遂行上の問題点の把握と 対応、 調査データ
の収集・ 分析方法について学習する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～４ プロ ジェ ク ト 設計検討会報告・ 聴講 岩﨑 和美～

齊藤 景子
12 ５ プロ ジェ ク ト 学習遂行上の問題点整理

６ プロ ジェ ク ト 学習調査データ 整理について

７ プロ ジェ ク ト 学習成果取り ま と め方法について

８ プロ ジェ ク ト 学習発表方法について

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲

専攻科目： ６ 次産業化コ ース

科目名 ６ 次産業化ゼミ ナール（ 実験演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 設定し たプロ ジェ ク ト 学習課題を遂行する ための加工・ 分析手法及び調査
方法を把握する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～２ 加工・ 分析機器の操作方法 岩﨑 和美～

齊藤 景子
１ ３ ～４ 対象農畜産物の加工手法、 加工品の分析方法

５ ～８ 試作品の試食アン ケート 及びテス ト 販売の調査方法

９ プロ ジェ ク ト 学習実施内容公開

10 アン ケート 結果取り ま と め

11～12 価格の設定方法

13～14 プロ ジェ ク ト 学習成果取り ま と め

15 プロ ジェ ク ト 学習成果検討会、 校内発表会

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲
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専攻科目： ６ 次産業化コ ース

科目名 ６ 次産業化実践【 専攻実習】（ 演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い プロ ジェ ク ト 学習を通じ て、 加工技術、 経営管理能力、 課題解決方法の習得
を 目指す。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～15 プロ ジェ ク ト 学習に係る 調査・ 試験方法、 プロ ジェ ク ト 学習 岩﨑 和美～

のま と め方、 プロ ジェ ク ト 学習の評価等 齊藤 景子
12

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料等

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲

専攻科目： ６ 次産業化コ ース

科目名 ６ 次産業化実践【 専攻実習】（ 実習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ６ 時間数 ２ ７ ０

指導のねら い プロ ジェ ク ト 学習を通じ て、 加工技術、 経営管理能力、 課題解決方法の習得
を 目指す。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

４ １ ～135 プロ ジェ ク ト 学習に係る 調査・ 試験、 プロ ジェ ク ト 学習の 岩﨑 和美～

ま と め、 プロ ジェ ク ト 学習の評価等 齊藤 景子
12

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料等

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲

専攻科目： ６ 次産業化コ ース

科目名 卒業論文（ 演習） 履修区分 必修

学 年 ２ 学年 単位数 ３ 時間数 ９ ０

指導のねら い ２ 年間の実践学習の成果を 取り ま と める こ と で、将来の営農計画の参考と する 。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

12 １ ～45 卒業論文取り ま と め 岩﨑 和美～

齊藤 景子
２

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 学習態度、 学習意欲、 レ ポート
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４ 自由選択科目

自由選択科目

科目名 農業機械操作Ⅲ【 無人ヘリ 】（ 講義・ 演習） 履修区分 選択

学 年 ２ 学年 単位数 ４ 時間数 ３ ０ ・ ９ ０

指導のねら い 産業用無人ヘリ コ プタ ーの基礎知識・ 操作方法・ 作業安全について習得さ せ
る と と も に、 操縦資格の取得を目指す。

月 校時 講義内容 演習内容 担当者名

９ １ ～２ 無人ﾍﾘｺﾌ゚ ﾀ のー活用方法と 基本操作 イ ンス ト ラ ク タ ー～

・ 農薬関係について
11

３ ～20 Ｐ Ｃ シミ ュ レ ーショ ン

21～25 無人ﾍﾘｺﾌ゚ ﾀ のー構造と 機能

26～40 実技 全蛇Ｃ モード

41～45 実技 全蛇Ａ モード 、 マニ
ュ アル

46～47 無人ﾍﾘｺﾌ゚ ﾀ のー応用操作・ 関係法令
について

48～57 実技 全蛇Ｇ Ｐ Ｓ モード

58 学科試験

59～60 技能試験 離着陸
散布パタ ーン

教科書、 参考図書等 教科書： 授業受託業者テキス ト 、 講師作成資料

成績評価の方法 筆記試験、 実技試験、 学習態度、 学習意欲

自由選択科目

科目名 茶道（ 演習（ 実技）） 履修区分 選択

学 年 １ ・ ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

指導のねら い 日本の伝統文化の一つである 茶道を通し 、 礼儀作法や豊かな人間性を 身に付
けさ せる と と も に、 初級許状の取得を目指す。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～２ 茶道の歴史（ 茶のこ こ ろ）、 茶室での作法（ 立居振舞） 千葉 育子～

２ ３ ～14 割り 稽古（ 帛紗さ ばき 、 棗・ 茶杓のふき 方、 菓子器の扱い方） 田中 愛子

基本点前動作（ 盆略点前手順、 お運びの仕方、 お茶の点て方）

風炉薄茶点前（ 柄杓の扱い）

立礼薄茶点前（ 立礼席でのお運びの仕方）、 呈茶

15 許状引継、 食事の作法

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 実技試験、 学習態度、 学習意欲
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自由選択科目

科目名 華道（ 演習（ 実技）） 履修区分 選択

学 年 １ ・ ２ 学年 単位数 １ 時間数 ３ ０

花材と し て付加価値の高い花き 栽培について理解さ せる 。
指導のねら い ま た、 日本の伝統文化の一つである 華道を通し 、 季節や場所に調和し た美的

感覚を 醸成し 、 豊かな人間性を身に付けさ せる と と も に、 入門及び初伝の免状
取得を 目指す。

月 校時 講義・ 演習・ 教育内容 担当者名

５ １ ～15 いけばな概論 松田 ツ ヤ～

実技・ 展示
２ 許状伝達

教科書、 参考図書等 教科書： 講師作成資料

成績評価の方法 実技試験、 作品録、 学習態度、 学習意欲

５ 特別活動

全課程： 特別活動（ 学校行事）

科目名 学校行事 履修区分 必修

学 年 １ ・ ２ 年 単位数 ─ 時間数 ９ ０ ・ ９ ５

指導のねら い 入校式、 防災訓練など の学校行事等を実施する 。

校時数
月 内 容

１ 年 ２ 年

11 12 ４ 入校式

２ ２ ４ ・ 12 交通安全教室

２ ２ ４ 健康診断

８ ８ ４ ～12 ＨＲ 活動

１ ２ ４ 卒業写真撮影

２ ２ ５ 防災訓練

４ ４ ７ オープンキャ ンパス

８ ８ 11 営大祭

８ ８ ３ 卒業式
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特別活動（ 就農・ ビ ジネス 講座）

科目名 就農・ ビジネス 講座 履修区分 必修

学 年 １ 年 単位数 ─ 時間数 １ ５

指導のねら い 社会人と し て必要なビジネス マナーや、就農に関する 幅広い知識を 習得さ せる 。

校時数
月 内 容

１ 年 ２ 年

１ － ４ コ ミ ュ ニケーショ ン 能力

１ － ６ 論文・ レ ポート の書き 方

１ － ６ 職場体験・ イ ンタ ーンシッ プ

１ － 12 ビジネス 講座（ 就職活動準備）

１ － １ 社会人基礎力（ 前に踏み出す力）

１ － １ 自己分析・ 仕事分析・ 求人票の見方

１ － ２ 社会人基礎力（ 考え抜く 力）

１ － ２ 社会人基礎力（ チームで働く 力）

科目名 就農・ ビジネス 講座 履修区分 必修

学 年 ２ 年 単位数 ─ 時間数 １ ０

指導のねら い 社会人と し て必要なビジネス マナーや、就農に関する 幅広い知識を 習得さ せる 。

校時数
月 内 容

１ 年 ２ 年

－ １ ４ ビジネス マナー

－ １ ４ 就職・ 就農講座（ 面接対策）

－ １ ４ 就職・ 就農講座（ 履歴書、 エント リ ーシート の書き 方）

－ １ １ 年金講座（ 年金機構）

－ １ ２ 就職・ 就農講座 （ 内定者セミ ナー）
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特別活動（ 自治会活動）

科目名 自治会活動 履修区分 必修

学 年 １ ・ ２ 年 単位数 ─ 時間数 １ ５ ・ １ ５

指導のねら い 学生自治会の自主的な運営を促進する ため自治会活動を実施する 。

校時数
月 内 容

１ 年 ２ 年

８ ８ ４ ～12 自治会総会

各種委員会活動
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温
度

管
理

施
半

促
成

ト
マ

ト
温

度
管

理
防

除
・

追
肥

・
誘

引
・

ﾎﾙ
ﾓ
ﾝ
処

理
・

摘
心

・
摘

果
・

摘
葉

・
収

穫
・

調
製

・
出

荷
・

播
種

準
備

播
種

育
苗

管
理

定
植

夏
秋

専
設

ト
マ

ト
育

苗
管

理
定

植
温

度
管

理
防

除
・

追
肥

・
誘

引
・

ﾎ
ﾙ
ﾓﾝ

処
理

・
摘

心
・

摘
果

・
摘

葉
・

収
穫

・
調

製
・

出
荷

播
種

準
備

播
種

水
耕

ト
マ

ト
定

植
温

度
管

理
防

除
・

誘
引

・
ﾎﾙ

ﾓ
ﾝ処

理
・

摘
心

・
収

穫
・

出
荷

定
植

温
度

管
理

防
除

・
誘

引
・

ﾎ
ﾙﾓ

ﾝ
処

理
・

摘
心

・
収

穫
・

出
荷

播
種

育
苗

管
理

野
水

耕

ミ
ツ

バ
播

種
・

定
植

収
穫

・
調

製
・

出
荷

播
種

・
定

植
・

収
穫

・
調

製
・

出
荷

収
穫

・
調

製
・

出
荷

攻
ほ

う
れ

菜
ん

そ
う

播
種

・
温

度
管

理
・

収
穫

・
調

製
・

出
荷

土
づ

く
り

施
設

土
壌

消
毒

（
蒸

気
）

実
施

輪
ぎ

く
施

肥
播

種
定

植
ﾄ
ﾝﾈ

ﾙ
管

理
支

柱
・

ﾈｯ
ﾄ張

り
防

除
芽

か
き

収
穫

親
株

採
穂

定
植

摘
心

・
ﾄ
ﾝﾈ

ﾙ
管

理
・

灌
水

・
防

除
採

穂

設
耕

起
・

ﾈ
ｯﾄ

上
げ

調
製

・
出

荷

花
ト

ル
コ

き
ギ

キ
ョ

ウ
は

種
育

苗
定

植
支

柱
立

て
か

ん
水

・
防

除
・

ネ
ッ

ト
上

げ
収

穫
・

調
製

・
出

荷

サ
イ

ネ

リ
ア

播
種

育
苗

鉢
上

げ
・

施
肥

・
防

除

習
共

育
苗

床

通
土

づ
く

蒸
気

消
毒

・
p
H調

整
・

ポ
ッ

ト
等

詰
め

り
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（
２

）
果

樹
課

程

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

目
標

基
礎

実
践

力
の

養
成

早
生

り
種

枝
片

づ
け

蜂
巣

箱
設

置
人

工
授

粉
摘

果
徒

長
枝

整
理

着
色

管
理

収
穫

・
出

荷

ん
中

生
種

枝
片

づ
け

蜂
巣

箱
設

置
人

工
授

粉
摘

果
徒

長
枝

整
理

着
色

管
理

ご
専

晩
生

種
枝

片
づ

け
蜂

巣
箱

設
置

人
工

授
粉

摘
果

徒
長

枝
整

理

ぶ
ど

う
雨

よ
け

被
覆

摘
芽

・
摘

梢
誘

引
・

摘
心

花
穂

整
形

・
ｼ゙

ﾍ゙
処

理
摘

粒
・

新
梢

管
理

収
穫

・
出

荷

攻
お

う
と

う
枝

片
づ

け
人

工
授

粉
雨

よ
け

被
覆

収
穫

・
出

荷
雨

よ
け

除
去

一
西

洋
な

し
枝

片
づ

け
摘

果
・

新
梢

管
理

収
穫

・
追

熟
・

出
荷

般
実

日
本

な
し

枝
片

づ
け

摘
果

・
新

梢
管

理
収

穫
・

出
荷

果
も

も
枝

片
づ

け
人

工
授

粉
摘

果
・

新
梢

管
理

収
穫

・
出

荷
習

ブ
ル

ー
ベ

剪
定

・
枝

片
づ

け
リ

ー
収

穫
・

出
荷

共
通

薬
剤

散
布

施
肥

草
刈

り
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１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下

目
標

基
礎

実
践

力
の

養
成

早
生

り
種

雪
害

対
策

剪
定

・
枝

片
づ

け
・

塗
布

剤
塗

布

ん
中

生
種

収
穫

・
出

荷
雪

害
対

策
剪

定
・

枝
片

づ
け

・
塗

布
剤

塗
布

ご
専

晩
生

種
着

色
管

理
収

穫
雪

害
対

策
剪

定
・

枝
片

づ
け

・
塗

布
剤

塗
布

出
荷

ぶ
ど

う
収

穫
・

出
荷

雨
よ

け
除

去
剪

定
・

枝
片

づ
け

攻
お

う
と

う
剪

定
・

枝
片

づ
け

・
塗

布
剤

塗
布

一
西

洋
な

し
収

穫
・

追
熟

・
出

荷
剪

定
・

枝
片

づ
け

・
塗

布
剤

塗
布

般
実

日
本

な
し

収
穫

・
出

荷
剪

定
・

枝
片

づ
け

・
塗

布
剤

塗
布

果
も

も
剪

定
・

枝
片

づ
け

・
塗

布
剤

塗
布

樹
習

ブ
ル

ー
ベ

雪
害

対
策

剪
定

リ
ー

共
通

野
そ

害
防

止
対

策

草
刈

り
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（
３

）
畜

産
課

程

①
１

学
年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

目
標

家
畜

の
基

礎
的

な
取

扱
い

の
習

得
粗

飼
料

生
産

の
基

礎
習

得
暑

熱
期

の
家

畜
管

理
技

術
の

習
得

各
家

畜
の

繁
殖

技
術

の
基

礎
習

得

専

共
圃

場
づ

く
り

、
と

う
も

ろ
こ

し
播

種
家

畜
の

暑
熱

に
対

す
る

行
動

の
観

察
と

対
策

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
基

礎
学

習
牧

乾
草

、
牧

草
サ

イ
レ

ー
ジ

調
製

夏
場

の
衛

生
管

理
（

牛
体

、
畜

舎
、

堆
肥

）

搾
乳

、
ミ

ル
カ

ー
の

基
本

操
作

習
得

家
畜

審
査

（
体

測
、

体
型

審
査

）
夏

季
の

草
地

管
理

（
牧

乾
草

の
調

製
）

通
家

畜
の

基
本

的
取

扱
い

方
の

習
得

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ

構
想

設
定

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
践

攻

酪
乳

牛
の

一
般

管
理

発
情

の
発

見
パ

ド
ッ

ク
内

庇
陰

場
所

の
確

保

乳
牛

の
見

方
と

選
び

方
受

精
適

期
の

判
定

夏
季

の
飼

料
給

与
法

農
分

娩
前

後
の

管
理

バ
ル

ク
ク

ー
ラ

ー
の

手
入

れ
と

温
度

管
理

の
重

分
娩

介
助

要
性

子
牛

の
育

成
衛

生
害

虫
の

駆
除

実
肉

肉
牛

の
一

般
管

理
放

牧
草

地
の

利
用

と
管

理
夏

季
の

飼
料

給
与

法

肉
牛

の
見

方
と

選
び

方
牛

体
の

手
入

れ

牛

習
演

内
部

寄
生

虫
の

検
査

畜
体

、
畜

舎
消

毒
の

パ
ソ

コ
ン

を
利

用
し

た
乳

質
検

査
の

実
際

生
殖

器
解

剖
精

液
検

査

と
駆

除
の

基
礎

基
礎

と
実

際
飼

料
計

算
肉

牛
の

血
液

検
査

校
外

研
修

土
壌

分
析

習
飼

料
計

算
の

基
礎

外
部

寄
生

虫
の

駆
除

土
壌

成
分

分
析

草
種

の
特

性
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1
0

月
11

月
12

月
１

月
２

月
３

月

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

目
標

夏
季

の
家

畜
飼

養
管

冬
季

の
家

畜
飼

養
管

理
技

術
の

習
得

厳
寒

期
の

家
畜

飼
養

管
理

技
術

の
習

得
実

践
学

習
取

り

理
の

取
り

ま
と

め
ま

と
め

専

共
ﾌ゚

ﾛｼ゙
ｪ
ｸﾄ

ﾌ゚
ﾛ
ｼ゙

ｪ
ｸ
ﾄ

ﾌ゚
ﾛ
ｼ゙

ｪ
ｸﾄ

経
営

ﾌ゚
ﾛｼ゙

ｪｸ
ﾄ

基
本

構
想

、
計

画
作

成
ﾌ゚

ﾛｼ゙
ｪ
ｸﾄ

実
践

中
間

検
討

追
加

試
験

取
り

ま
と

め
課

題
設

定

削
蹄

通
堆

肥
生

産
の

基
礎

と
必

要
性

及
び

供
給

計
画

と
う

も
ろ

こ
し
ｻ
ｲﾚ

ｼー゙
調

製

攻

酪
夏

季
に

お
け

る
乳

量
子

牛
、

育
成

牛
に

対
す

る
隙

間
風

の
影

響
厳

寒
期

に
お

け
る

牛
舎

管
理

の
実

際

の
変

化
と

乳
質

と
防

除
対

策

農
冬

季
に

お
け

る
分

娩
介

助

冬
期

間
の

飼
料

給
与

と
飼

料
要

求
量

の
変

化

実
肉

夏
季

に
お

け
る

増
体

各
家

畜
の

飼
養

管
理

の
変

化
と

影
響

技
術

の
取

り
ま

と
め

牛 演
土

壌
分

析
と

施
肥

量
飼

料
分

析
と

給
与

量
家

畜
人

工
授

精
の

家
畜

人
工

授
精

習
実

務
（

授
精

の
実

際
）

習
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②
２

学
年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

目
標

基
礎

知
識

、
技

術
の

復
習

と
点

検
家

畜
人

工
授

精
技

術
、

飼
料

作
物

栽
培

技
術

実
践

力
の

向
上

専

共
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

践
中

間
検

討
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

践

畜
産

経
営

に
お

け
る

草
地

管
理

の
計

画
と

実
際

通

攻

酪
分

娩
介

助
去

勢
牧

草
サ

イ
レ

ー
ジ

展
示

圃
場

管
理

子
牛

の
育

成
除

角
牧

乾
草

調
製

機
械

農
削

蹄
の

操
作

・
運

転
草

地
に

応
じ

た
肥

培
管

理

展
示

圃
場

整
備

家
畜

飼
養

管
理

家
畜

人
工

授
精

乳
質

管
理

実
肉 牛 演

内
部

寄
生

虫
の

検
査

と
畜

体
、

畜
舎

の
消

毒
農

家
研

修
家

畜
の

改
良

飼
料

の
流

通
放

牧
衛

生
管

理

習
駆

虫
肥

料
計

算

習
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1
0

月
11

月
12

月
１

月
２

月
３

月

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

目
標

実
践

技
術

の
総

括
・

反
省

専

共
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

践
成

績
の

検
討

・
取

り
ま

と
め

・
発

表

通
と

う
も

ろ
こ

し
サ

イ
レ

ー
ジ

調
製

稲
藁

収
集

・
確

保

攻

酪
我

が
家

の
経

営
の

実
態

調
査

と
改

善
点

、
新

技
術

導
入

の
検

討

農

実
肉

我
が

家
の

経
営

の
実

態
調

査
と

改
善

点
、

新
技

術
導

入
の

検
討

牛 演
食

肉
セ

ン
タ

ー
・

食
肉

飼
料

分
析

、
脂

肪
酸

分

習
加

工
施

設
視

察
析

習
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Ⅸ 農家実習（ 予定）

１ 目 的
本校教育計画に基づき 、 学生を一定期間、 技術的、 経営的に優れた農業者等のも と に派遣し 、

実践的な技術や経営に対する 考え方等を 学ばせる こ と によ り 、 基本学習で得た知識・ 技術を 更に
深め、 将来の農業経営に役立てる こ と を目的と する 。

２ 対象学生

２ 学年 ３ ５ 名 畑作園芸課程 １ ８ 名

果樹課程 １ ５ 名

畜産課程 ２ 名

学生の個人情報は、「 実習学生プロ フ ィ ール」 によ り 該当する 農林水産事務所農業普及振興室
（ 以下「 農業普及振興室」 と いう 。） 及び受入農家等へ提供する 。

３ 実施計画（ 案）

期間 前期 後期

6/3～16 8/26～9/8
課程 （ 14日間） （ 14日間）

畑作園芸 ８ 名 １ ０ 名
果 樹 ８ 名 ７ 名
畜 産 ２ 名

計 １ ８ 名 １ ７ 名

４ 農業普及振興室と 営農大学校の連携
（ １ ） 実習受入農家等の決定

営農大学校は農業普及振興室の協力のも と に、 受入農家等を決定する 。 こ の際、 次の事項を
考慮する も のと する 。
ア 原則と し て出身地域の農林水産事務所管内と する 。
イ 実習学生が特定地域に集中し ないよ う 、 農業普及振興室間の調整を図る 。

（ ２ ） 実習方法
実習学生は、 実家や学生寮から の通い又は実習受入農家への宿泊によ り 実習を行う 。

ア 通いの場合
（ ア） 原則と し て、 保護者等によ る 送迎と する 。 ただし 、 やむを得ない場合は実習学生の自家

用車使用を認める 。

（ イ ） 実習学生が自家用車によ る 通いを 行う 場合は、「 自家用車使用届」 を 校長へ提出する も

のと する 。

（ ウ ） 通いに係る 事故等は、 実習学生本人及び保護者等が責任を負う も のと する 。

（ エ） 実習学生の昼食は、 実習学生本人が準備する こ と を原則と する 。

（ オ） 実習時間は原則と し て週休１ 日、 ８ 時から 17時ま でを基準と する が、 受入農家等の実態

に即し た時間と する 。

イ 宿泊の場合

（ ア） 寝具は受入農家等に手配を依頼する 。
（ イ ） 食事は受入農家等に依頼する 。
（ ウ ） 実習時間は原則と し て週休１ 日、 ８ 時から 17時ま でを基準と する が、 受入農家等の実態

に即し た時間と する 。

（ ３ ） 実習開始・ 終了時における 学生の送迎

実習開始・ 終了時における 受入農家等への学生の送迎は、 所轄の農業普及振興室と 営農大学

校職員が行う 。
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（ ４ ） 実習期間中の学生指導

ア 実習学生の指導は、 営農大学校が所轄の農業普及振興室の協力を得て連携し てあたる 。

イ 営農大学校は、 農家実習の円滑な推進を図る ため、 実習の中間時点に農業普及振興室の協

力を得て実習学生を訪問する 。

ウ 実習学生は、 最終日に農業普及振興室を訪問し て実習報告を行う と と も に、 普及指導員か

ら の助言等を受ける 。

（ ５ ） 実習中の事故・ 病気等への対応

ア 予防対策

営農大学校は、 事前研修会を 開催し 、 実習学生に対し て受入農家等での実習及び生活にお

ける 指導に努める 。

イ 事故・ 病気等発生時の対応

実習学生は毎朝検温及び健康観察を 行い、 発熱や咳・ のど の痛み等いつも と 異なる 体調の

場合は実習を 休む。

実習中において実習学生に事故や病気等が発生し た場合には、 実習学生本人又は受入農家

等は直ちに営農大学校に連絡する 。

受入農家等及び農業普及振興室は、 実習学生の受入に支障をき たす事態が発生し た場合、

速やかに営農大学校へ連絡する も のと する 。

営農大学校は、 実習学生、 受入農家等又は農業普及振興室から 事故等の連絡を受けた場合

は、 対応を検討の上、 実習学生、 受入農家等及び農業普及振興室に連絡し 、 対応する 。

（ ６ ） 口蹄疫等家畜防疫への対応

ア 予防対策

畑作園芸課程及び果樹課程の実習学生は、受入農家等やその周辺に畜舎等がある 場合には、

受入農家等の指示に従う と と も に、 むやみに畜舎等へ出入り し ないこ と 。

畜産課程の実習学生は、 洗濯や消毒等をし た実習服や長靴を持参する こ と 。 ま た、 畜舎等

への出入り は、 受入農家等の指示に従う と と も に、 衛生管理に努める こ と 。

イ 口蹄疫等の発生時の対応

実習学生、 受入農家等又は農業普及振興室は、 受入農家等又はその周辺において口蹄疫

等が発生し た場合、 直ちに営農大学校に連絡する こ と 。

５ 実習レ ポート の提出等

（ １ ） 実習学生は、 別に定める 「 実習レ ポート 」 を、 実習終了後７ 日以内にホームルーム担当指導

職員に提出する 。

（ ２ ） ホームルーム担当指導職員は、 実習学生から 提出さ れた「 実習レ ポート 」 を精査し 、 教務研

修課へ提出する 。

（ ３ ） 営農大学校は関係農業普及振興室に対し 、 実習成果情報と し てレ ポート の写し を提供する 。

６ その他関連事項

（ １ ） 実習作業中における 負傷及び事故等は、 原則と し て実習学生本人及び営農大学校が責任を負

う こ と と する 。

（ ２ ） 受入農家等から 実習学生に対する 報酬は、 支給し ないこ と と する 。

（ ３ ） 営農大学校から 受入農家等へのお礼は謝品と し 、 謝金は支出し ないこ と と する 。

（ ４ ） その他、 本実習に係る 必要な事項は別に定める 。

95



Ⅹ 年間行事計画

月 日 主 な 行 事 ・ 研 修 等

４ ／ ７ 入寮・ 入校式リ ハーサル
８ 入校式

１ ３ ～３ ０ 農業機械操作Ⅱ（ けん引研修Ａ 班）
１ ０ 健康診断
２ ０ ～２ １ プロ ジェ ク ト 設計検討会
２ ４ 交通安全教室

５ ／ ７ ～２ １ 農業機械操作Ⅱ（ けん引研修Ｂ 班）
１ ５ 防災訓練
２ １ ～２ ２ 東日本農業大学校等親善球技大会（ 岩手県）
２ ５ ～６ ／４ 農業機械操作Ⅰ（ 大特研修Ａ 班）

６ ／ ３ ～１ ６ 農家実習 前期
５ 保護者懇談会
８ ～１ ９ 農業機械操作Ⅰ（ 大特研修Ｂ 班）

１ ８ 夜間防災訓練
２ ２ ～７ ／２ 農業機械操作Ⅰ（ 大特研修Ｃ 班）

７ ／ ６ ～１ ０ 農業機械整備Ａ 班
２ ６ ～８ ／１ ８ 夏季休業

８ ／２ ４ ～２ ８ 農業機械整備Ｂ 班
８ ／２ ６ ～９ ／８ 農家実習 後期

１ ０ ／３ １ ～１ １ ／１ 営大祭

１ ２ ／ ２ 交通安全教室
８ ～ ９ 校内プロ ジェ ク ト プレ 発表会

２ ２ ～２ ３ 校内プロ ジェ ク ト 発表会・ 意見発表会
２ ６ ～１ ／４ 冬季休業

１ ／１ ４ ～１ ５ 東日本プロ ジェ ク ト 発表会・ 意見発表会（ 宮城県）

２ ／１ ０ １ 学年保護者懇談会
２ ／１ ６ ～１ ８ 全国プロ ジェ ク ト 発表会・ 意見発表会（ 東京都）

３ ／ ６ 卒業式
１ ２ 修了式
１ ３ ～４ ／４ 春季休業
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